
地元曳行に先駆けて行われるやぐらパレード。今年も泉南市役所前で

その勇姿をみせてくれました。明け方から降り続いた雨で、観客数は昨

年に比べ若干減りはしましたが、それでも沿道には二重三重の人だかり

が、傘を片手に各地区の曳行に大きな声援を送っていました。それに応

えるかのように各地区のやぐらも気合い十分、降りしきる雨をものとも

せずに熱気を帯びたパフォーマンスを繰り広げました。

パレードも終盤を迎える頃には雨も上がり、市役所駐車場に並んだや

ぐらからはパレードの終了を惜しむかのように太鼓や笛の音が鳴り響い

ていました。 （10月１日）
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３

就
学
条
件

保
護
者
は
次
の
笊
〜
笘
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す

笊
泉
南
市
内
に
住
所
を
有
し
、
泉
南
市
立
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
者
ま
た
は
就
学
を
予
定
す
る
者
の
保
護
者

で
あ
る
こ
と

笆
保
護
者
は
、
自
ら
の
責
任
と
負
担
に
お
い
て
当
該
児

童
を
通
学
さ
せ
る
こ
と

笳
保
護
者
は
、
当
該
校
の
教
育
活
動
な
ど
に
つ
い
て
理

解
し
、
協
力
が
で
き
る
こ
と

笘
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
当
該
校
の
指
示
に

従
う
こ
と

お
茶
会
に
使
う
茶
摘
み
で
幼
小
交
流

校庭で焼き芋を楽しむ

児童たち

近
く
に
あ
る
金
熊
寺
梅
林
で

の
梅
取
り
の
様
子

東小学校は、恵まれた自然環境の中で培われた

歴史と伝統を体験を通して実感させるとともに、

知・徳・体の調和の取れた自主性・創造性に富む

心豊かな児童を育成しています。小規模な小学校

（平成18年度児童数は46名）のため、体験学習や自

然を教材にした様々な取り組みをしています。ま

た、隣接する東幼稚園や地域との交流もさかんで

す。

進んで学び進んで考える子、心豊かで思いやり

のある子、健康でたくましい子の育成に力を注い

でいます。

東小学校の特色

今
後
の
予
定

学
校
見
学
会
・
説
明
会

▼
と
き
＝
11
月
19
日
豸
午
前
９
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
東
小
学
校

（
泉
南
市
信
達
金
熊
寺
553
薀
482
３
５
０
０
）

申
　
　
　
込
　
　
　
み

11
月
13
日
豺
〜
12
月
８
日
貊
の
間
に
「
入
学
・
転

学
申
込
書
」
を
教
育
委
員
会
学
務
課
に
提
出
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
半
）

面
　
　
　
談

12
月
16
日
貍
・
17
日
豸
、
申
込
ん
だ
保
護
者
、
児

童
は
必
ず
面
談
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
な
お
、

こ
の
小
規
模
特
認
校
の
指
定
は
小
学
校
の
み
で
行

い
、
中
学
校
は
通
学
区
域
で
指
定
し
た
学
校
に
入
学

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

「
東
小
学
校
小
規
模
特
認
校
児
童
募
集
要
項
」
お

よ
び
「
入
学
・
転
学
申
込
書
」
は
教
育
委
員
会
学
務

課
ま
た
は
東
小
学
校
に
あ
り
ま
す
。

２

今月の主な内容

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀483-0001）へ
その他については、下記へ

消防本部
上下水道部（上水道）

（下水道）
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀4 8 5－0 1 1 9
薀4 8 2－6 5 5 1
薀4 8 2－5 0 0 5
薀4 8 3－5 8 7 5
薀4 8 2－7 6 1 5
薀4 8 2－1 0 0 0
薀4 8 2－7 7 6 7
薀4 8 2－7 7 6 6
薀4 8 4－3 5 0 0
薀4 8 3－6 4 4 7
薀4 8 3－4 3 6 1
薀4 8 3－9 3 1 4
薀4 8 3－9 2 6 4
薀4 8 3－9 2 7 0
薀4 8 5－0 7 0 7
薀4 8 3－6 7 8 9
薀4 8 0－2 8 5 5

泉南市の人口（９月末現在）
人　口‥‥‥66,077人
男‥‥‥‥32,115人
女‥‥‥‥33,962人

世帯数‥‥‥24,341世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/kouhou/
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教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
東
小
学
校
を
一
定
の
条
件
の
も
と
、
特
別

に
泉
南
市
内
全
小
学
校
区
か
ら
児
童
が
通
学
で
き
る
小
規
模
特
認
校
に
指
定
し
ま
し

た
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
293
）

小
規
模
特
認
校
と
は

子
ど
も
の
通
う
学
校
は
、
教
育
委
員
会

が
定
め
た
通
学
区
域
に
よ
り
指
定
さ
れ
ま

す
。
東
小
学
校
の
小
規
模
特
認
校
と
は
、

当
該
校
の
特
色
あ
る
教
育
環
境
の
中
で
、

子
ど
も
を
学
ば
せ
た
い
、
学
び
た
い
と
い

う
保
護
者
や
児
童
に
、
一
定
の
条
件
の
も

と
、
通
学
区
域
内
の
指
定
校
を
変
更
し
、

特
別
に
東
小
学
校
へ
の
入
学
・
転
学
を
認

め
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
小
規
模
特
認

校
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
東
小
学
校
の
児

童
数
の
増
加
に
期
待
し
て
い
ま
す
。



年
齢
に
あ
っ
た
絵
本
の
選
び

方
や
絵
本
を
通
じ
て
子
ど
も
と

の
楽
し
み
方
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
▼
と
き
＝
12
月
27
日
貉

午
前
10
時
〜
11
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」（
鳴
滝
第
２
保
育

所
内
）
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
30
名

（
申
込
順
）
一
時
保
育
あ
り
ま
す

▼
テ
ー
マ
＝
子
ど
も
心
を
思
い

出
そ
う
▼
内
容
＝
子
ど
も
の
言

葉
の
獲
得
と
絵
本
の
話
・
絵
本

の
楽
し
み
方
▼
講
師
＝
吉
田
よ
し
だ

く

す
ほ
み
先
生
（
言
語
聴
覚
士
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
６

日
豺
〜
12
月
８
日
貊
ま
で
に
電

話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
へ
薀
484
３
３
７
１

樽
井
公
民
館
と
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
が
一

緒
に
赤
ち
ゃ
ん
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
平
成
19
年
１
月

18
日
〜
２
月
22
日
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
（
全
６
回
）
午
前
９
時

45
分
〜
11
時
15
分
▼
と
こ
ろ
＝

信
達
中
学
校
▼
対
象
＝
平
成
17

年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
６
月

30
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
▼
内
容
＝
ふ
れ
あ
い
遊

び
、
お
も
ち
ゃ
作
り
、
調
理
実

習
「
離
乳
食
初
期
か
ら
完
了
期

ま
で
」
、
保
育
所
交
流
、
講
義

「
子
ど
も
の
言
葉
の
獲
得
と
絵
本

の
お
話
」「
子
ど
も
に
よ
く
あ
る

病
気
と
そ
の
予
防
」「
離
乳
食
と

食
生
活
に
つ
い
て
」「
子
ど
も
の

発
達
と
し
つ
け
」、
保
護
者
交
流

等
▼
参
加
費
＝
無
料
（
実
習
の

材
料
費
は
各
自
負
担
）
▼
定

員
＝
15
組
程
度
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
そ
の
他
＝
▽
き
ょ

う
だ
い
の
保
育
あ
り
（
た
だ
し
、

子
ど
も
一
名
に
つ
き
保
険
料
500

円
が
必
要
）
▽
一
度
受
講
さ
れ

た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼
主

催
＝
泉
南
市
地
域
家
庭
教
育
推

進
協
議
会
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
12
月
８
日
貊
ま
で
に
電
話

で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
へ
薀
484
３
３
７
１

広
い
場
所
で
思
い
切
り
身
体

を
動
か
し
、
親
子
・
友
だ
ち
同

士
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
11
月
24
日
貊
午
前
10

時
〜
11
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
り
ん

く
う
南
浜
２
号
緑
地
（
カ
メ
公

園
）（
駐
車
場
有
・
雨
天
中
止
）

▼
対
象
＝
３
歳
児
（
平
成
14
年

４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
（
き
ょ
う
だ
い
の
参
加

は
可
能
で
す
）
▼
内
容
＝
親
子

の
遊
び
、
集
団
遊
び
、
ふ
れ
あ

い
遊
び
等
▼
申
込
み
＝
不
要
▼

そ
の
他
＝
▽
着
替
え
、
お
茶
等

は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽
お

茶
以
外
は
飲
食
で
き
ま
せ
ん
▽

12
月
22
日
貊
の
「
さ
ん
・
さ
ん

広
場
」
は
り
ん
く
う
体
育
館
で

行
い
ま
す
▼
問
合
せ
＝
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

薀
484
３
３
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
前

で
遊
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
11
月
10
日
貊
笆
17

日
貊
午
前
10
時
〜
11
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
笊
西
信
達
幼
稚
園
（
駐

車
場
な
し
）
笆
信
達
幼
稚
園

（
駐
車
場
な
し
）
▼
対
象
＝
就
学

前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼

内
容
＝
歌
、
手
遊
び
、
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
、
園
児
と
の
交
流
、
親

子
の
遊
び
等
▼
申
込
み
＝
不
要

▼
そ
の
他
＝
▽
お
茶
以
外
は
飲

食
で
き
ま
せ
ん
▽
紙
お
む
つ
は

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
▽
着
替

え
、
お
茶
等
は
各
自
ご
持
参
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
薀

484
３
３
７
１

保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
遊

び
に
き
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
相

談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
▼

と
き
＝
笊
笆
11
月
７
日
貂
、
12

月
５
日
貂
笳
笘
11
月
21
日
貂
、

12
月
19
日
貂
笙
11
月
14
日
貂
、

28
日
貂
、
12
月
12
日
貂
、
26
日

貂
笞
11
月
２
日
貅
、
16
日
貅
、

12
月
７
日
貅
、
21
日
貅
▼
保
育

所
名
・
連
絡
先
＝
笊
信
達
保
育

所
薀
483
４
６
４
２
笆
樽
井
保
育

所
薀
482
０
０
７
４
笳
浜
保
育
所

薀
484
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一
保

育
所
薀
483
４
０
４
１
笙
ち
び
っ

こ
広
場
（
鳴
滝
第
２
保
育
所
内

の
遊
戯
室
、
所
庭
）
薀
484
３
３

７
１
笞
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新
家
薀

484
０
１
９
０
▼
開
放
時
間
＝
笊

〜
笙
午
前
10
時
〜
11
時
半
笞
午

後
１
時
半
〜
３
時
▼
問
合
せ
＝

子
育
て
支
援
課
（
内
線
281
）

５

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

子
育
て
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

「
さ
ん
・
さ
ん
広
場
」

で
遊
ぼ
う

赤
ち
ゃ
ん
教
室
（
０
歳
児
向

け
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
（
園
）
で

遊
び
ま
せ
ん
か

大
阪
市
立
環
境
学
習
セ
ン
タ

ー
で
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。
▼
と
き
＝
12
月
２
日
貍

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
▼
と
こ

ろ
＝
大
阪
市
立
環
境
学
習
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝

50
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
（
た
だ
し
、

雨
天
時
は
咲
く
や
こ
の
は
な
館

入
館
の
た
め
保
護
者
は
500
円
必

要
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11

月
21
日
貂
午
後
５
時
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
地
球
・
未
来
・
思
い
や

り
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護

者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、

参
加
人
数
を
記
入
の
上
、
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

大
阪
人
権
博
物
館
を
見
学
し
、

人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
▼

と
き
＝
12
月
９
日
貍
午
後
０
時

半
〜
５
時
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
人

権
博
物
館
▼
対
象
＝
市
内
の
小

学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生
と
そ

の
保
護
者
▼
定
員
＝
30
名
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
11
月
30
日
貅
午
後
５
時

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
人
権
を
学
ぶ

参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
参

加
人
数
を
記
入
の
上
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ

子
ど
も
の
人
権
や
世
界
人
権

宣
言
に
つ
い
て
学
ぶ
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
12

月
４
日
豺
〜
９
日
貍
午
前
９
時

半
〜
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
１
階
図
書
コ
ー

ナ
ー
▼
内
容
＝
子
ど
も
の
人

権
・
世
界
人
権
宣
言
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー

〜
私
た
ち
の
自
然
観
察
会
〜

自
然
の
中
で
自
然
の
材
料
を

使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

作
り
ま
す
。
▼
と
き
＝
11
月
25

日
貍
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
の
森
▼
内

容
＝
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

と
焼
き
芋
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）
▼
定
員
＝
20
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
230

円
（
材
料
費
と
保
険
料
）
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
15
日
貉

午
後
５
時
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
リ

ー
ス
作
り
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
参
加
人
数
を
記
入
の
上
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
11
月
22
日
〜
12
月
13

日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
４
回
）

午
後
４
時
〜
５
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
３
階
PC

ル
ー
ム
▼
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
で

で
き
る
ゲ
ー
ム
と
ク
ラ
フ
ト
▼

対
象
＝
市
内
の
小
学
１
年
生
〜

４
年
生
▼
定
員
＝
20
名
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

100
円
（
材
料
費
）
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
11
月
13
日
豺
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、

E
メ
ー
ル
で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な

読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
11
月
18
日
貍

午
前
10
時
半
〜
12
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
世
界
の
名
作
絵
本
（
民

話
・
創
作
）
朗
読
と
紹
介
▼
講

師
＝
い
ち
い
や
よ
こ
さ
ん
▼
対

象
＝
18
歳
以
上
の
方
で
、
子
ど

も
に
本
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
た

い
方
▼
定
員
＝
20
名
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
11
月

18
日
貍
午
前
10
時
〜
10
時
半
笆

20
日
豺
午
後
３
時
45
分
〜
４
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
笊
こ
ん
た
の
お
つ

か
い
・
３
び
き
の
こ
ぶ
た
他
笆

さ
ぼ
ん
じ
い
さ
ん
の
柿
の
木
・

お
し
ゃ
べ
り
な
た
ま
ご
や
き
他

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
▼
定
員
＝
20
名
▼
費
用
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

E
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ

４

人
権
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

地
球
・
未
来
・
思
い
や
り

私
た
ち
の
環
境
問
題

年

ン

タ

｜

青

少

セ

人
権
に
つ
い
て
学
ぶ

パ
ネ
ル
展

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
み
の
方

に
は
、
２
・
３
日
中
に
確
認
メ
ー
ル
を
送
り

ま
す
の
で
届
か
な
い
場
合
は
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
。
〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井

８
・
13
・
18

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-m

ail：
seishonen-center@

city.sennan.
lg.jp

／
薀
484
３
５
０
０
蕭
482
５
４
２
５
）

ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

パ
ソ
コ
ン
教
室

ゲ
ー
ム
と
ク
ラ
フ
ト

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。



験
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
と

き
＝
11
月
11
日
貍
午
前
10
時
〜

12
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
史
跡
海
会

寺
跡
広
場
▼
対
象
＝
市
内
在
住

の
小
・
中
学
生
（
小
学
３
年
生

以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
）
▼

定
員
＝
20
名
（
申
込
順
）
▼
参

加
費
＝
500
円
（
保
険
料
）
▼
指

導
＝
譖
大
阪
自
然
環
境
保
全
協

会
の
専
門
家
▼
申
込
み
＝
11
月

９
日
貅
ま
で
に
古
代
史
博
物
館

へ
来
館
の
上
、
受
付
で
申
込
み

く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
248
）

指
を
使
っ
た
む
か
し
の
組
紐

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
11
月
18
日
貍
午

後
１
時
〜
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
古

代
史
博
物
館
▼
対
象
＝
市
内
在

住
在
勤
在
学
の
方
（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）▼
内

容
＝
組
紐
作
家
・
研
究
家
の
実

演
と
指
導
、
組
紐
が
の
こ
る
古

墳
時
代
の
剣
を
観
察
▼
費
用
＝

500
円
（
保
険
料
）
▼
定
員
＝
24

名
（
申
込
順
）
▼
申
込
み
＝
11

月
11
日
貍
午
前
９
時
半
か
ら
、

古
代
史
博
物
館
へ
来
館
の
上
、

申
込
み
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

古
代
史
博
物
館
薀
483
６
７
８
９

竹
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
11
月
26
日
豸
笊
午
前

10
時
〜
正
午
笆
午
後
２
時
〜
４

時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼

対
象
＝
笊
小
学
３
年
生
以
上
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
（
親
子
参

加
）
笆
大
人
▼
定
員
＝
笊
笆
各

20
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
講
師
＝
泉

南
の
里
山
を
大
切
に
す
る
会
▼

内
容
＝
花
瓶
や
竹
と
ん
ぼ
等
、

ク
ラ
フ
ト
作
り
（
変
更
の
場
合

あ
り
）▼
持
ち
物
＝
軍
手
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
11
月
17
日
貊

（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
希
望
時
間
、

住
所
、
電
話
番
号
と
参
加
者
全

員
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

性
別
を
樽
井
公
民
館
「
竹
で
作

ろ
う
」
係
へ
薀
483
４
３
６
１
蕭

483
４
３
８
０
／e-m

ail:taru
i-

k@
city.sennan.lg.jp

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

を
対
象
に
様
々
な
企
画
を
行
い

ま
す
。
▼
と
き
・
と
こ
ろ
＝
次

の
と
お
り

＊
印
は
申
込
が
必
要
で
す
▼
主

催
＝
子
ど
も
関
係
機
関
連
絡
会

議
・
子
育
て
支
援
部
会
▼
問
合

せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
内
線
281
）

ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

と
泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議

会
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
11
月
23
日
豢

（
小
雨
決
行
・
雨
天
の
場
合
は
、

12
月
３
日
豸
に
延
期
）
午
前
９

時
に
大
阪
府
南
部
広
域
防
災
拠

点
（
り
ん
く
う
公
園
広
場
）
へ

集
合
、
正
午
終
了
予
定
▼
コ
ー

ス
＝
５
㎞
コ
ー
ス
・
３
㎞
コ
ー

ス
（
大
阪
府
南
部
広
域
防
災
拠

点
お
よ
び
周
辺
道
路
）
▼
対

象
＝
泉
南
市
民
▼
定
員
＝
250
名

（
申
込
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
▽
参
加
賞
が
あ
り
ま

す
▽
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
▽
小
学
生
だ
け
で
参
加

の
場
合
は
、
グ
ル
ー
プ
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
11
月
５
日
豸
〜

12
日
豸
（
６
日
豺
午
後
、
７
日

貂
休
館
）
ま
で
に
市
民
体
育
館

へ
薀
482
１
０
０
０

ご
応
募
い
た
だ
い
た
85
件
の

「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
11

月
24
日
貊
〜
平
成
19
年
２
月
28

日
貉
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館

▼
入
館
料
＝
無
料
▼
休
館
日
＝

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
で

も
開
館
日
が
あ
り
ま
す
。
問
合

せ
く
だ
さ
い
）
▼
問
合
せ
＝
古

代
史
博
物
館
薀
483
６
７
８
９

７

「
せ
ん
な
ん
の

た
か
ら
も
の
展
」
を
開
催

竹
で
作
ろ
う
！
講
演
会

ま
い
ぶ
ん
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
・
子
ど
も
と
お
と
な

の
わ
く
わ
く
夢
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

ウ
ォ
ー
ク
＆
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

11月21日貂 10:00～11:30 所庭開放（鳴滝第１保育所・浜保育所）

24日貊 13:30～15:00 ぴよぴよ・リトルままサロン（保健センター）
27日豺 13:00～14:30 ＊子育てフォーラム（あいぴあ泉南） 

28日貂 10:00～11:30 ＊自然塾（東幼稚園） すなっきーず（砂川地区限定） 
30日貅 10:00～11:30 にししんっこ広場（西信達幼稚園） 

12月１日貊 10:20～11:30 おはなしひろば（図書館） 
５日貂 10:00～11:30 所庭開放（信達保育所・樽井保育所） 
７日貅 13:30～15:00 所庭開放（ココアンジュ新家） 
８日貊 10:00～11:30 出前保育（青少年センター） 
11日豺 10:00～11:30 ぴよんぴよん広場（新家南幼稚園） 
12日貂 10:00～11:30 ちびっこ広場（鳴滝第２保育所） 
16日貍 10:00～14:00 夢WEEKはっぴぃDAY（一丘幼稚園） 

19:00～21:00 ＊父親講座（あいぴあ泉南） 

楽
し
い
科
学
あ
そ
び
で
す
！

▼
と
き
＝
12
月
２
日
貍
笊
午
前

10
時
〜
正
午
笆
午
後
２
時
〜
４

時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展

示
室
▼
対
象
＝
小
学
１
年
生
以

上
の
子
ど
も
▼
定
員
＝
笊
笆
各

回
50
名
（
申
込
順
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
内
容
＝
プ
ラ
板
で

万
華
鏡
づ
く
り
▼
講
師
＝
小
野
お
の

操
子
み
さ
こ

さ
ん
（「
科
学
と
あ
そ
び
の

会
」
代
表
）
▼
そ
の
他
＝
保
護

者
の
方
の
見
学
は
可
。
申
込
時

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
▼
申
込

み
＝
11
月
11
日
貍
午
前
10
時
か

ら
図
書
館
で
。
申
込
み
は
本
人

ま
た
は
家
族
の
方
の
み
と
し
ま

す
。（
受
付
時
に
参
加
す
る
子
ど

も
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。
電

話
申
込
み
不
可
）
▼
問
合
せ
＝

図
書
館
薀
482
７
７
６
６

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、

絵
本
や
わ
ら
べ
う
た
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
11
月
10

日
貊
笊
午
前
10
時
20
分
〜
30
分

程
度
（
お
は
な
し
ぴ
よ
ぴ
よ
）

笆
午
前
11
時
〜
30
分
程
度
（
お

は
な
し
て
く
て
く
）
▼
と
こ

ろ
＝
図
書
館
１
階
じ
ゅ
う
た
ん

コ
ー
ナ
ー
▼
対
象
＝
笊
０
、
１

歳
の
あ
か
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
笆

２
、
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
組
程

度
▼
参
加
費
＝
無
料
（
申
込
み

不
要
）
▼
そ
の
他
＝
対
象
年
齢

は
目
安
で
す
▼
問
合
せ
＝
図
書

館
薀
482
７
７
６
６

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
図
書

館
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
の
日
。
昔

話
の
語
り
を
中
心
に
、
司
書
が

子
ど
も
た
ち
と
本
と
の
新
し
い

出
会
い
の
場
を
作
り
ま
す
。
▼

と
き
＝
11
月
11
日
貍
午
後
２
時

半
〜
30
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図

書
館
２
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝

４
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
▼
定
員
＝
各
回
先
着
40
名

（
途
中
の
出
入
不
可
）
▼
費
用
＝

無
料
（
申
込
み
不
要
）
▼
そ
の

他
＝
第
１
・
３
・
４
土
曜
日
の

午
後
２
時
半
〜
30
分
程
度
、
同

場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙

芝
居
が
あ
り
ま
す
（
０
歳
か
ら

入
場
可
。
申
込
み
不
要
）
▼
問

合
せ
＝
図
書
館
482
７
７
６
６

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
班
・
シ
ニ
ア

班
も
編
成
予
定
。
な
お
今
年
か

ら
小
学
６
年
生
以
下
は
リ
フ
ト

代
が
無
料
で
す
。
▼
と
き
＝
12

月
22
日
貊
〜
25
日
豺
▼
と
こ

ろ
＝
斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場
▼
費

用
＝
３
万
２
千
円
（
中
学
生
以

上
３
万
５
千
円
）
／
各
種
レ
ン

タ
ル
料
、
リ
フ
ト
代
は
含
み
ま

せ
ん
▼
定
員
＝
40
名
（
申
込
順
。

30
名
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
／
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
班
は
原
則
小
学
生

（
限
定
５
名
）
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等

の
着
用
が
必
要
▼
主
催
＝
泉
南

市
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ー
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
連
盟
▼
事
前
説
明

会
＝
12
月
２
日
貍
午
後
７
時
に

樽
井
公
民
館
（
こ
の
日
に
参
加

費
等
の
支
払
い
を
お
願
い
し
ま

す
）
▼
申
込
み
＝
連
盟
事
務

局
・
中
川

な
か
が
わ

薀
465
３
１
５
５
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
247
）

笊
「
紀
泉
わ
い
わ
い
村
で

そ
ば
打
ち
体
験
＆
や
き
芋
」

▼
と
き
＝
11
月
12
日
豸
午
前
10

時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
紀
泉
わ
い
わ

い
村
▼
内
容
＝
▽
わ
い
わ
い
村

で
出
来
た
新
蕎
麦
で
石
臼
を
使

っ
た
、
手
打
ち
の
ザ
ル
蕎
麦
作

り
▽
石
窯
を
使
っ
た
掘
り
た
て

の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
焼
き
芋
作
り

▼
対
象
／
費
用
＝
大
人
／
３
１

０
０
円
、
小
・
中
学
生
／
２
１

０
０
円
、
幼
児
／
１
１
０
０
円

（
い
ず
れ
も
昼
食
代
含
む
）
▼
定

員
＝
40
名
（
申
込
順
）

笆
「
紀
泉
わ
い
わ
い
村
で

磁
石
を
使
っ
て
山
探
検
」

▼
と
き
＝
11
月
19
日
豸
午
前
10

時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
紀
泉
わ
い
わ

い
村
▼
内
容
＝
磁
石
と
地
図
を

使
っ
て
里
山
を
探
検
し
ま
す
。

秋
の
山
々
の
景
色
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
▼
対
象
／
費
用
＝
小
学

生
／
２
６
０
０
円
（
昼
食
代
含

む
）
▼
定
員
＝
30
名
（
申
込
順
）

▼
笊
笆
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
里

山
の
自
然
学
校
「
紀
泉
わ
い
わ

い
村
」
へ
薀
485
０
６
６
１
蕭
485

０
６
６
２
／e-m

ail:y
m
caw
ai

w
aim
ura@

osakaym
ca.or.jp

史
跡
海
会
寺
跡
広
場
の
生
物

や
植
物
観
察
、
工
作
を
通
し
て

文
化
財
と
自
然
の
大
切
さ
を
体

６

紀
泉
わ
い
わ
い
村

イ
ベ
ン
ト
案
内

プ
ラ
板
で
万
華
鏡
を

つ
く
ろ
う
！

第
９
回
冬
休
み
チ
ビ
ッ
子

ス
キ
ー
教
室

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

海
会
寺
の
森
を
見
る
２

４
歳
以
上
は

土
曜
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

ぴ
よ
ぴ
よ
・
て
く
て
く

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。



〜
う
み
・
ま
ち
・
ひ
と
・
心
つ

な
が
る
た
じ
り
ス
ト
リ
ー
ト
〜

12
月
４
日
〜
10
日
ま
で
の
人

権
週
間
に
ち
な
み
、
府
民
の

方
々
に
人
権
を
身
近
な
も
の
と

し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

記
念
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
11
月
26
日
豸
▼
と
こ

ろ
＝
田
尻
町
立
公
民
館
、
田
尻

交
流
広
場
、
田
尻
中
学
校
体
育

館
、
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
、
歴

史
館
、
た
じ
り
ふ
れ
愛
セ
ン
タ

ー
、
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
会
場

（
数
か
所
）
▼
内
容
＝
▽
高
石
と

も
や
さ
ん
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
）
の
ト
ー
ク
＆
コ
ン

サ
ー
ト
▽
さ
か
な
ク
ン
（
お
魚

専
門
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
▽
野
外
ラ
イ
ブ

▽
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
（
町
内

数
か
所
）
▽
美
穂
蘭
一
座

み
ほ
ら
ん
い
ち
ざ

ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
（
昭
和
歌
謡
で
つ
づ

る
女
性
の
自
立
）
▽
人
権
啓
発

パ
ネ
ル
展
等
▽
同
時
開
催
事

業
／
ふ
れ
あ
い
交
流
祭
（
国
際

交
流
イ
ベ
ン
ト
と
講
演
会
）、
友と
も

田だ

亨
助

き
ょ
う
す
け

写
真
展
（
田
尻
か
ら
太

平
洋
を
単
独
横
断
し
た
ヨ
ッ
ト

マ
ン
）
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
田
尻
町
企
画
人
権
課
薀
466

５
０
１
９
、
譛
大
阪
府
人
権
協

会
人
権
啓
発
部
薀
０
６
・
６
５

６
８
・
２
９
８
３

「
障
害
者
週
間
（
12
月
３
日

〜
９
日
）」
の
趣
旨
を
広
く
周
知

し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
12
月
10
日
豸
午
後
１
時
〜

４
時
▼
と
こ
ろ
＝
ク
レ
オ
大
阪

中
央
（
大
阪
市
天
王
寺
）
▼
内

容
＝
▽
セ
レ
モ
ニ
ー
／
心
の
輪

を
広
げ
る
体
験
作
文
と
障
害
者

週
間
の
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
表
彰
、

受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
作
文

朗
読
▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
／
演

奏
「
大
阪
市
消
防
音
楽
隊
」、
車

椅
子
ダ
ン
ス
「
和
泉
ウ
ィ
ル
チ

ェ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」、
コ
ン
サ

ー
ト
「
も
ず
唱
平

し
ょ
う
へ
い

・
成
世
な
る
せ

昌
平

し
ょ
う
へ
い

」

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
11
月
13
日
豺
（
消
印

有
効
・
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
氏
名
、
参
加
希
望
人
数
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
の
上
、
〒

５
４
０
・
８
５
７
０
大
阪
府
障

害
保
健
福
祉
室
内
大
阪
ふ
れ
あ

い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

事
務
局
薀
０
６
・
６
９
４
１
・

０
３
５
１
（
内
線
２
４
６
４
）

蕭
０
６
・
６
９
４
２
・
７
２
１

５
／e-m

ail:sh
oh
ofu
k
u
sh
i@

sb
ox
.p
ref.osak

a.lg
.jp

／
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.p
ref.

osaka.jp/shogaifukushi/

身
体
障
害
者
の
方
も
遊
泳
で

き
る
時
間
や
ゲ
ー
ム
、
バ
ザ
ー
、

抽
選
会
や
も
ぎ
店
な
ど
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
11
月

23
日
豢
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
＝
尾
崎
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
▼
そ
の
他
＝
当
日
の

収
益
全
体
を
泉
南
地
域
障
害
者

施
設
へ
贈
呈
を
予
定
▼
問
合

せ
＝
尾
崎
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
薀
471
１
１
８
８
ま
た
は
、
高

齢
障
害
介
護
課
（
内
線
545
）

あ
い
ぴ
あ
泉
南
で
行
っ
て
い

る
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し

た
水
墨
画
、
編
物
、
書
道
、
絵

手
紙
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
作

品
展
で
す
。
▼
と
き
＝
11
月
７

日
貂
〜
13
日
豺
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
１

階
社
会
適
応
訓
練
室
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
薀
485
０
７
０
７

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行

に
と
も
な
い
、
泉
南
市
で
行
っ

て
い
た
あ
い
ぴ
あ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
障
害
者
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
）
は
10
月
か
ら
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
し
、

よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
障
害
者

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

障
害
者
の
み
な
さ
ん
、
ま
ず

は
見
学
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝

月
・
水
・
金

曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
３

時
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
１
階

▼
対
象
＝
身

体
障
害
者
、

知
的
障
害

者
、
精
神
障
害
者
▼
内
容
＝
▽

陶
芸
、
絵
画
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
、
書
道
な
ど
の
創
作
的
活
動

▽
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
、
外
出
行

事
な
ど
の
社
会
適
応
訓
練
▽
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

等
▼
利
用
料
＝
１
日
利
用
に
つ

き
150
円
▼
問
合
せ
＝
あ
い
ぴ
あ

泉
南
薀
485
０
７
０
７

「
熱
い
ハ
ー
ト
を
と
ど
け
た

い
！
〜
も
っ
と
ホ
ン
ネ
で
、
も

っ
と
本
気
で
〜
」
▼
と
き
＝
11

月
14
日
貂
午
後
７
時
〜
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
１
階
大
会

議
室
▼
講
師
＝
川
口

か
わ
ぐ
ち

泰
司
や
す
し

さ
ん

（
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
）
▼
主
催
＝
泉
南
中
学

校
区
地
域
教
育
協
議
会
（
す
こ

や
か
ネ
ッ
ト
）
▼
問
合
せ
＝
泉

南
中
学
校
薀
483
２
４
７
５

▼
と
き
＝
11
月
11
日
貍
午
後
２

時
〜
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
中

学
校
体
育
館
▼
内
容
＝
▽
講
演

「
一
緒
に
生
き
る
」
・
講
師
／
家い
え

田だ

荘
子

し
ょ
う
こ

さ
ん
（
作
家
）
▽
信
中

吹
奏
楽
部
（
Ｏ
Ｂ
含
む
）
演
奏

等
▼
参
加
料
＝
無
料
▼
駐
車

場
＝
校
内
グ
ラ
ン
ド
▼
問
合

せ
＝
信
達
中
学
校
薀
484
１
２
０

０

９

お
お
さ
か
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
６
in
た
じ
り

あ
い
ぴ
あ
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

大
阪
ふ
れ
あ
い
大
会

来
場
者
募
集

チ
ャ
リ
テ
ィ
水
泳

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

信
達
中
学
校
創
立

30
周
年
記
念
講
演
会

あ
い
ぴ
あ

い
き
い
き
作
品
展

泉
南
中
学
校
区
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
と
き
＝
11
月
10
日
貊
〜
12
日

豸
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
▼
と

こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼

内
容
＝
絵
画
、
生
花
、
陶
芸
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
主
催
＝
泉
南

市
文
化
協
会
▼
問
合
せ
＝
文
化

ホ
ー
ル
薀
482
７
７
６
７

▼
と
き
＝
11
月
11
日
貍
、
12
日

豸
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
小

雨
決
行
）
▼
と
こ
ろ
＝
万
博
記

念
公
園
（
吹
田
市
）、
自
然
文
化

園
（
メ
イ
ン
会
場
・
お
祭
り
広

場
）
他
▼
内
容
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企

業
の
ブ
ー
ス
出
展
、
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
環
境
美
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
推
進
ポ
ス
タ

ー
展
、
農
産
物
の
展
示
・
販
売

▼
参
加
費
＝
無
料
（
た
だ
し
、

自
然
文
化
園
入
園
料
は
必
要
で

す
。
大
人
250
円
、
小
・
中
学
生

70
円
）
▼
主
催
＝
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
21
運
営
委
員
会
▼
問

合
せ
＝
大
阪
府
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
支
援
グ
ル
ー
プ
薀
０
６
・
６

９
４
１
・
０
３
５
１
（
内
線
３

８
２
３
）

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生

交
流
支
援
協
議
会
で
は
、
来
日

中
の
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修

生
と
地
元
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

交
流
祭
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
11
月
26
日
豸
午
後
１
時
〜

６
時
頃
▼
と
こ
ろ
＝
国
際
交
流

基
金
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
（
田

尻
町
）
▼
内
容
＝
岸
和
田
以
南

の
国
際
交
流
団
体
に
よ
る
日
本

文
化
の
紹
介
等
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
政
策
推

進
課
（
内
線
287
）

▼
と
き
＝
12
月
３
日
豸
午
後
２

時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ

泉
南
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
内

容
＝
童
謡
、
沖
縄
の
唄
他
▼
問

合
せ
＝
「
コ
ー
ル
そ
よ
か
ぜ
」

室
町
む
ろ
ま
ち

薀
482
４
４
８
２

▼
と
き
＝
11
月
11
日
貍
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
、
12
日
豸
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝

樽
井
公
民
館
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
合
せ
＝
書
道
展
事
務
局
薀

483
６
５
１
３

▼
と
き
＝
11
月
11
日
貍
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
半
、
12
日
豸
午

前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
主
催
・

問
合
せ
＝
泉
南
山
野
草
会
薀
482

７
５
６
９

▼
と
き
＝
11
月
25
日
貍
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
、
26
日
豸
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
26
日
の
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
山
田
家

の
説
明
あ
り
）
▼
と
こ
ろ
＝
山

田
家
住
宅
（
新
家
駅
徒
歩
５
分
、

駅
に
案
内
板
あ
り
）
▼
出
展
＝

船
谷

ふ
な
た
に

書
道
教
室
「
澄
心
会

ち
ょ
う
し
ん
か
い

」
社

中
▼
入
場
料
・
申
込
み
＝
不
要

（
た
だ
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
代
100

円
の
協
力
金
を
任
意
で
お
願
い

し
ま
す
）
▼
募
集
＝
山
田
家
で

コ
ン
サ
ー
ト
、
展
示
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
た
だ
け

る
方
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
248
）

出
演
料
等
は
す
べ
て
福
祉
関

係
支
援
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
19
年
１
月
28
日

豸
午
後
０
時
半
開
場
（
１
時
開

演
）
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
対
象
＝
歌
、
踊
り
、
演
奏
、

奇
術
等
▼
出
演
料
＝
個
人
／
２

千
円
、
グ
ル
ー
プ
／
５
千
円
▼

主
催
＝
泉
南
市
婦
人
団
体
協
議

会
▼
申
込
み
＝
11
月
30
日
貅
ま

で
に
協
議
会
会
長
・
西
野
に
し
の

へ
薀

483
４
１
８
５
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
247
）

▼
と
き
＝
11
月
18
日
貍
午
前
９

時
半
〜
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
、

19
日
豸
に
順
延
）
▼
と
こ
ろ
＝

一
丘
中
学
校
運
動
場
▼
内
容
＝

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
（
ア
ル
ミ

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
）、
ふ
れ
あ
い
コ

ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

体
験
ク
ラ
ブ
や
吹
奏
楽
演
奏
な

ど
の
催
し
▼
注
意
＝
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
は
保
護
者
同
伴
▼

問
合
せ
＝
一
丘
中
学
校
薀
484
０

３
３
３

８

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

21
開
催
の
お
知
ら
せ

チ
ャ
リ
テ
ィ
文
化
祭

出
演
者
募
集

第
19
回
泉
南
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

女
声
合
唱
「
コ
ー
ル
そ
よ

か
ぜ
」
コ
ン
サ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
交
流
祭
を

開
催
し
ま
す

書
道
展
を
開
催
し
ま
す

山
田
家
住
宅

一
般
公
開
＆
書
道
展

秋
の
山
野
草
展
示
会

一
丘
中
学
校
区
地
域
教
育
協
議
会

リ
サ
イ
ク
ル
＆
ふ
れ
あ
い
デ
ー

この広告についてのお問い合せ先（株）ジェイシーアイ　　電話　０６－６５６９－１６１６

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。



自
動
対
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
用
い
た
救
急
救
命
法

の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
11
月
18
日
貍
午
前
９
時

か
ら
標
準
コ
ー
ス
（
所
要
時
間

３
時
間
）、
午
後
１
時
か
ら
基
礎

コ
ー
ス
（
所
要
時
間
１
時
間
半
）

▼
と
こ
ろ
＝
済
生
会
新
泉
南
病

院
▼
定
員
＝
標
準
コ
ー
ス
10
名
、

基
礎
コ
ー
ス
12
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
11
日

貍
ま
で
に
電
話
で
済
生
会
新
泉

南
病
院
「
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
」

係
へ
薀
480
５
６
１
１
（
月
〜
土

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
人
の
よ

き
隣
人
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
っ
て
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
11
月
29
日
貉
笆
12

月
６
日
貉
笳
12
日
貂
笘
19
日
貂

午
後
２
時
〜
４
時
（
笆
の
み
午

後
２
時
半
〜
４
時
半
）
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝

精
神
保
健
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、

で
き
る
だ
け
全
回
出
席
で
き
る

方
▼
内
容
＝
笊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
役
割
笆
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い

て
笳
精
神
保
健
福
祉
の
現
状
と

か
か
わ
り
の
視
点
笘
地
域
で
生

活
す
る
精
神
障
害
者
の
暮
ら
し

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
か
わ
り

▼
定
員
＝
30
名
（
申
込
順
）
▼

主
催
＝
泉
南
市
・
泉
南
市
社
会

福
祉
協
議
会
・
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
泉
南
フ
レ
ン
ド
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介

護
課
へ
（
内
線
543
）

次
の
仕
事
を
お
受
け
し
ま
す
。

会
員
募
集
中
。
▼
対
象
＝
泉
南

市
在
住
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る

60
歳
以
上
の
方
▼
年
会
費
＝
１

千
円
▼
申
込
み
＝
月
１
回
入
会

説
明
会
を
実
施
▼
問
合
せ
＝
譖

泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
薀
483
８
６
６
１

▼
と
き
＝
12
月
７
日
貅
、
18
日

豺
、
平
成
19
年
１
月
16
日
貂
、

29
日
豺
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
泉
南
市
に
在
住
の
満
59

歳
〜
64
歳
で
全
日
程
出
席
で
き

る
方
▼
定
員
＝
12
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
持
参
品
＝
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具

▼
受
講
料
＝
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
11
月
20
日
豺
〜
28
日

貂
の
期
間
に
印
鑑
持
参
の
上
、

譖
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
薀
483
８
６
６
１

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
▼

と
き
＝
11
月
11
日
貍
、
12
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
12
日

は
午
後
３
時
ま
で
）
▼
と
こ

ろ
＝
大
阪
刑
務
所
（
堺
市
堺
区

田
出
井
町
）▼
内
容
＝
▽
所
内
見

学
▽
矯
正
活
動
紹
介
▽
刑
務
所

作
業
製
品
の
展
示
即
売
▽
性
格

検
査
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
▽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
他
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合

せ
＝
大
阪
刑
務
所
作
業
部
門
薀

０
７
２
・
２
３
８
・
８
２
６
９

青
少
年
の
み
な
さ
ん
、
ワ
ー

ド
や
エ
ク
セ
ル
の
便
利
な
使
い

方
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
11
月
25
日
〜
12
月
16
日

の
毎
週
土
曜
日
（
全
４
回
）
午

後
３
時
〜
５
時
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
中
学

生
以
上
30
歳
ま
で
の
方
▼
定

員
＝
20
名
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
11
月
17
日
貊
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
生
涯
学
習
課
へ
（
内

線
217
／e-m

ail:sy
ou
g
ai@
city
.

sennan.lg.jp

）

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
で
一

緒
に
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
12
月
３
日
豸
午

後
６
時
〜
８
時
45
分
▼
と
こ

ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
参
加
料
＝

１
千
円
▼
そ
の
他
＝
当
日
上
履

靴
（
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
）、
女
性

の
方
は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
＝
西せ
い

願が
ん

薀
０
９
０
・
３
９
２
３
・
２

２
３
５
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
内
線
247
）

「
お
お
さ
か
山
の
日
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

大
阪
府
の
「
お
お
さ
か
山
の

日
」（
11
月
第
２
土
曜
日
）
に
伴

い
泉
南
市
で
は
、「
里
山
を
歩
こ

う
」
会
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
11
月
11
日
貍
午
前
10
時
集

合
（
雨
天
決
行
）
▼
集
合
場

所
＝
種
河
神
社
▼
行
程
＝
種
河

た
ね
が
わ

神
社
〜
薬
師
山

や
く
し
や
ま

〜
笠
山

か
さ
や
ま

〜
畦あ
ぜ

の

谷た
に

▼
持
ち
物
＝
弁
当
、
水
筒
、

ハ
イ
ク
に
適
し
た
服
装
▼
講

師
＝
田
中
た
な
か

正
視
ま
さ
み

さ
ん
（
泉
南
高

等
学
校
教
論
）
▼
募
集
＝
50
名

▼
参
加
費
・
申
込
み
＝
不
要
▼

主
催
＝
泉
南
の
里
山
を
大
切
に

す
る
会
▼
問
合
せ
＝
泉
南
の
里

山
を
大
切
に
す
る
会
薀
485
１
８

５
０
ま
た
は
泉
南
市
農
林
水
産

課
（
内
線
576
）

11

ク
リ
ス
マ
ス
社
交
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

調
理
講
習
会
受
講
者
募
集

済
生
会
新
泉
南
病
院

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

「
里
山
を
歩
こ
う
」
会

を
開
催

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

青
少
年
パ
ソ
コ
ン
初
級

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

軽作業 

施設 
管理 

事務 

園芸 
修理 
修繕 
家事 

清掃、除草、ビラ配り、各種屋内外作業、 

大工仕事、波板張替、網戸障子等張替、 
ペンキ塗り、その他小修理 

公園・テニスコート・自転車置き場等の管理 

一般事務、宛名書き、毛筆賞状書き 

庭木の剪定・消毒、施肥、庭の清掃 

家事手伝い、留守番、洗濯、その他家事 

その他軽作業 

第
19
回
関
西
矯
正
展

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
は
防
犯
グ
ッ
ズ
（
先
着
400
名

予
定
）
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
11
月
11
日
貍
午
前
９

時
半
開
場
、
10
時
開
演
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
内
容
＝
式
典
、
活
動
報

告
、
講
演
（
大
阪
府
警
本
部
）

▼
問
合
せ
＝
指
導
課
（
内
線
296
）

公
立
幼
稚
園
で
は
、「
幼
稚
園

に
お
け
る
親
の
子
育
て
力
向
上

推
進
事
業
」
の
委
託
を
う
け
次

の
と
お
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

笊
「
子
育
て
力
Ｕ
Ｐ
・
松
木
ま
つ
き

正
た
だ
し

さ
ん
の
父
親
講
座
№
２
」
〜
遊

び
な
が
ら
学
ぶ
人
間
関
係
〜
▼

と
き
＝
11
月
21
日
貂
午
後
７
時

〜
９
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ

泉
南
▼
対
象
＝
父
親
（
両
親
で

の
参
加
可
）
▼
定
員
＝
50
名
▼

一
時
保
育
＝
定
員
10
名

笆
「
私
の
時
間
講
座
」
〜
自
然

塾
〜
▼
と
き
＝
11
月
28
日
貂
午

前
10
時
〜
11
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

東
幼
稚
園
▼
定
員
＝
40
名
▼
内

容
＝
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
使
っ

て
布
を
染
め
ま
す
▼
一
時
保

育
＝
定
員
10
名

▼
注
意
＝
笊
笆
と
も
多
数
の
場

合
は
抽
選
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
11
月
14
日
貂
ま
で
に
、
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
指

導
課
へ
（
内
線
359
蕭
483
７
３
０

６
／e

-m
a
il:sid

o
u
@
c
ity
.

sennan.lg.jp

）

貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
職
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、

年
金
保
険
料
（
平
成
16
年
10
月

分
以
降
分
）
を
納
め
ら
れ
る
方

は
、
当
日
納
入
通
知
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
11
月

22
日
貉
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
市

役
所
市
民
相
談
室
▼
問
合
せ
＝

市
民
課
（
内
線
255
）

譛
大
阪
府
国
民
年
金
福
祉
協

会
で
は
、「
わ
か
り
や
す
い
年
金

の
話
」
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
11
月
29
日
貉
午
後
１
時
〜

４
時
半
（
講
演
・
個
別
相
談
）

▼
と
こ
ろ
＝
サ
ン
ヒ
ル
阪
南

（
阪
南
市
桃
の
木
台
）
▼
定
員
＝

100
名
（
申
込
順
）
▼
講
師
＝

後
藤
田

ご
と
う
だ

慶
子
け
い
こ

さ
ん
（
社
会
保
険

労
務
士
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
11
月
15
日
貉
ま
で
に

電
話
で
サ
ン
ヒ
ル
阪
南
へ
薀
476

０
８
８
８
▼
そ
の
他
＝
受
講
者

に
は
11
月
20
日
豺
ま
で
に
受
講

票
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
▼
問
合

せ
＝
市
民
課
（
内
線
255
）

▼
と
き
＝
笊
11
月
28
日
貂
笆
12

月
５
日
貂
午
後
２
時
〜
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内
容
＝

笊
平
成
18
年
分
の
年
末
調
整
の

仕
方
や
法
定
調
書
な
ど
の
記
載

方
法
等
笆
個
人
事
業
者
の
方
を

対
象
に
、
決
算
の
仕
方
や
決
算

書
の
記
載
方
法
等
▼
問
合
せ
＝

泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４
７
１

皆
様
が
納
め
て
い
る
住
民
税

が
平
成
19
年
か
ら
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
こ
の
改
正
に
つ
い
て
、

税
理
士
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
▼
と
き
＝
11
月
25
日

貍
午
後
２
時
〜
３
時
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
講
師
＝

紺
谷
こ
ん
や

新
一

し
ん
い
ち

さ
ん
（
税
理
士
）
▼

参
加
費
・
申
込
み
＝
不
要
▼
問

合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
352
）

▼
と
き
＝
11
月
14
日
貂
笊
午
後

３
時
〜
３
時
50
分
笆
午
後
４
時

〜
５
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民

セ
ン
タ
ー
２
階
▼
内
容
＝
笊
融

資
制
度
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

（
講
師
・
国
民
生
活
金
融
公
庫
融

資
担
当
者
）
笆
公
的
年
金
の
仕

組
み
と
受
給
に
関
す
る
説
明
会

（
講
師
・
社
会
保
険
労
務
士
）▼

定
員
＝
笊
笆
あ
わ
せ
て
30
名

（
申
込
順
）▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

泉
南
市
商
工
会
薀
483
６
３
６
５

泉
南
市
体
育
協
会
創
立
50
周

年
・
泉
南
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

創
立
40
周
年
を
記
念
し
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
11
月
26
日
豸

午
後
１
時
〜
３
時
▼
と
こ
ろ
＝

文
化
ホ
ー
ル
▼
講
演
＝
「
野
球

に
学
ぶ
人
生
」
講
師
／
湯
舟
ゆ
ふ
ね

敏と
し

郎ろ
う

さ
ん
（
プ
ロ
野
球
解
説
者
）

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
駐
車
場
＝

市
役
所
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

薀
482
１
０
０
０

▼
と
き
＝
11
月
21
日
貂
午
後
１

時
半
開
場
、
午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
＝
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

（
イ
オ
ン
り
ん
く
う
泉
南
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
２
階
）
▼
内

容
＝
①
動
脈
硬
化
は
な
ぜ
怖

い
／
馬
場

ば
ば

章
あ
き
ら

さ
ん
（
済
生
会
新

泉
南
病
院
院
長
）
②
美
味
し
く

食
べ
て
サ
ラ
サ
ラ
血
液
、
し
な

や
か
血
管
／
梅
田
う
め
だ

奈
浦
子

な
ほ
こ

さ
ん

（
済
生
会
新
泉
南
病
院
管
理
栄
養

士
）
③
講
演
会
終
了
後
、
動
脈

硬
化
新
指
標
測
定
装
置
に
よ
る

無
料
測
定
（
先
着
20
名
）
④
本ほ
ん

多だ

医
師
（
呼
吸
器
科
）
に
よ
る

禁
煙
相
談
会
を
予
定
▼
定
員
＝

180
名
▼
参
加
費
＝
無
料
（
整
理

券
が
必
要
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
11
月
16
日
貅
ま
で
に
ハ
ガ

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
〒
５
９
０
・
０
５
３

５
泉
南
市
り
ん
く
う
南
浜
３
・

７
　
済
生
会
新
泉
南
病
院
「
市

民
公
開
健
康
講
座
」
係
へ
薀
480

５
６
１
１
（
月
〜
土
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）
蕭
485
０

２
７
０
／e
-m
a
il:se

n
n
a
n
.

saiseikai@
sirius.ocn.ne.jp
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国
民
年
金
相
談
会

（
集
合
徴
収
）
を
開
催

個
人
所
得
税
、
個
人
住
民

税
に
つ
い
て
の
講
演
会

「
泉
南
市
子
ど
も

安
全
大
会
」
を
開
催

年
金
講
座
に
参
加
し
ま

せ
ん
か

年
末
調
整
等
説
明
会
・

決
算
説
明
会
の
お
知
ら
せ

「
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
」

湯
舟
敏
郎
さ
ん
講
演
会

子
育
て
力
Ｕ
Ｐ
講
座
・
私

の
時
間
講
座
参
加
者
募
集

商
工
業
者
向
け
講
習
会

の
開
催
の
お
知
ら
せ

済
生
会
新
泉
南
病
院

市
民
公
開
健
康
講
座
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笊プレイニング体操 

笆チャイルド体操 

笳ちびっこ体操 

笘親子体操・トトロ 

H14年4月2日～ 
H15年4月1日生 

市民体育館 
第２競技場 

ごっこ遊び、まねっこ、音楽、うた、いろいろな 
用具を使って楽しく体を動かします。 

マット、ボール、鉄棒、トランポリン、跳び箱、音楽等を 
利用して、体を動かすことが好きになるように進めます。 

マットの後ろまわり、跳箱の開脚とび、鉄棒の逆上がりができる 
ことを目標に、ボールやトランポリンなど色々な運動をします。 

ボール・リング・マット等を使い親と子のスキンシップをはかる 
とともに、遊びの中で基礎的な運動能力を高めていきます。 

20名 

25名 

25名 

25組 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

毎週金曜日 
午後3:30～4:30

毎週水曜日 
午後3:30～4:30

毎週土曜日 
午後2:00～3:15

毎週木曜日 
午前10:00～11:00

H12年4月2日～ 
H14年4月1日生 

保護者と 
H14年4月2日～ 
H16年4月1日生 

小学1・2年生 

教室名 対　象 と　き ところ 定員 内　容 

笙エアロビクス 

笞ストレッチandジャズ体操 

笵トライシェイプ 

笨シンプル体操 

一般男子・女子 
（初心者向き） 

５５歳以上の 
　男子・女子 

市民体育館 
第２競技場 

年齢に関係なく、誰でも始められるや 
さしいエアロビクスです。 

からだの硬い人のストレッチと、若さを保ち快 
適に生活を送れるやさしいジャズ体操です。 

ストレッチ・軽いウォーキング・少しの 
筋力アップと簡単な運動をします。 

シェイプアップにチャレンジをモットーに簡単に 
始められる軽エクササイズやニュースポーツ（ソ 
フトバレー他）などで無理なく体を動かします。 

40名 

40名 

35名 

25名 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第１競技場 

市民体育館 
第１競技場他 

毎週水曜日 
午後2:00～3:00

毎週土曜日 
午前9:30～10:45

毎週土曜日 
午前11:00～正午 

毎週金曜日 
午前10:00～11:30

一般男子・女子 

一般男子・女子 

教室名 対　象 と　き ところ 定員 内　容 

市民体育館では、次のとおりスポーツ教室を開設します。健康・体力・仲間づくりのため、ふるって、ご参加く
ださい。 ▼問合せ＝市民体育館薀４８２－１０００　

▼対　象＝泉南市在住、在勤の方
▼費　用＝各教室とも10回単位。1教
室につき受講料として大人2,000円、
子ども1,000円。（ただし、親子体操・
トトロ教室は、親と子１組につき
2,000円）また、スポーツ傷害保険料
（後期1教室につき大人、子ども各300
円）が必要です
▼申込み期間＝▽抽選教室（笊～笘）
は、上記抽選方法を参照ください▽
抽選教室以外（笙～笨）は11月12日
豸～19日豸の各午前9時～午後5時

（ただし、月曜日午後、火曜日は休館）
受付期間内でも定員になり次第締め
切ります。抽選教室以外でも11月12
日豸受付開始（午前9時受付整列）の
時点で定員を超えた場合は抽選しま
す
▼申込み場所＝市民体育館
▼申込み方法＝体育館備え付け用紙
に必要事項を記入の上、受講料を添
えて申し込んでください
▼その他＝▽各教室とも11月下旬、
および12月上旬から始めます。詳し

い日程表は受付時にお渡しします▽
申込み締切後は、受講料、保険料は
返却しません▽日程および時間帯に
変更が生じる場合があります▽各教
室とも申込み人数により開設しない
場合があります（この場合、受講料、
保険料は返却します）▽幼児をつれ
ての受講は、ご遠慮願います（親子
体操・トトロ教室も保護者1名につき
子ども1名です）▽一般男子、女子に
ついては、平成18年４月１日現在で
満16歳以上の方が対象です

▼抽選教室の抽選方法
笊プレイニング体操の受付時間＝11
月11日貍午前９時～９時10分まで
笆チャイルド体操の受付時間＝11月
11日貍午前10時～10時10分まで

笳ちびっこ体操の受付時間＝11月11
日貍午前11時～11時10分まで
笘親子体操・トトロの受付＝11月11
日貍午後１時～１時10分
前記の時間に受付用紙を受け取り、

定員を超えた場合は、その場で抽選
を行います。なお、受付用紙は１名
につき１枚としますので、１人で２
名以上の申込みはできません。
参加希望者の抽選権利は１回です。

蘆蘆蘆抽選教室蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆

蘆蘆蘆抽選教室以外蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆

就
職
を
希
望
す
る
方
と
、
人

材
を
求
め
る
企
業
を
一
堂
に
会

し
た
合
同
就
職
面
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
▼
と
き
＝
11
月
16
日

貅
午
後
１
時
〜
４
時
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝

中
途
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方

（
正
社
員
・
パ
ー
ト
）
▼
内
容
＝

就
職
面
接
会
・
求
人
情
報
・
職

業
適
性
診
断
・
労
働
相
談
・
就

労
支
援
講
座
（
履
歴
書
・
職
歴

書
の
書
き
方
）
等
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
参
加
予
定
企
業
＝
泉

南
・
阪
南
市
内
ま
た
は
近
隣
の

事
業
所
（
15
〜
20
社
）
▼
そ
の

他
＝
▽
当
日
面
接
を
受
け
ら
れ

る
方
は
履
歴
書
持
参
く
だ
さ
い

▽
就
労
支
援
講
座
（
履
歴
書
・

職
歴
書
の
書
き
方
）
の
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
電
話

で
申
込
み
く
だ
さ
い
（
申
込
順

20
名
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

泉
南
市
商
工
会
薀
483
６
３
６
５

▼
職
種
＝
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
の
博
物
館
部
門
（
古
代
史
博

物
館
）
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
要
員

（
受
付
業
務
や
来
館
者
へ
の
解

説
・
指
導
等
）▼
資
格
＝
12
月
１

日
時
点
で
59
歳
未
満
の
方
で
博

物
館
等
に
お
け
る
業
務
経
験
が

あ
る
方
、
お
よ
び
火
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

勤
務
可
能
な
方
▼
定
員
＝
１
名

▼
試
験
日
＝
11
月
22
日
貉
▼
試

験
内
容
＝
面
接
▼
採
用
予
定

日
＝
12
月
１
日
貊
▼
募
集
要
項

の
配
布
＝
11
月
６
日
豺
か
ら
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
11
月
７
日
貂
〜

17
日
貊
の
期
間
に
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
へ
薀
483
６
７
８
９

▼
対
象
＝
保
護
者
等
が
就
労
等

に
よ
り
昼
間
不
在
の
樽
井
・
信

達
・
砂
川
・
新
家
・
一
丘
・
西

信
達
・
新
家
東
・
雄
信
小
学
校

児
童
（
新
１
年
生
〜
新
３
年
生
）

▼
費
用
＝
会
費
／
月
額
４
千
円

（
減
免
制
度
有
）
、
お
や
つ
代

等
／
月
額
２
千
円
（
減
免
制
度

無
）
、
傷
害
保
険
／
年
額
500
円

（
減
免
制
度
無
）
▼
入
会
申
込
書

の
配
布
＝
11
月
16
日
貅
か
ら
生

涯
学
習
課
お
よ
び
各
留
守
家
庭

児
童
会
で
配
布
。
郵
送
希
望
の

方
は
、「
留
守
家
庭
児
童
会
入
会

申
込
書
希
望
」
お
よ
び
入
会
希

望
児
童
数
を
朱
書
き
し
、
140
円

切
手
を
貼
付
し
た
宛
名
明
記
の

返
信
封
筒
（
定
形
角
形
２
号
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
▼
そ
の

他
＝
定
員
、
選
考
等
に
よ
り
入

会
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

（
入
会
先
は
原
則
と
し
て
在
籍
中

の
小
学
校
の
留
守
家
庭
児
童
会

で
す
が
、
定
員
超
過
の
場
合
、

家
族
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
等
を
利
用
し
て
送
迎

可
能
な
場
合
は
、
他
の
留
守
家

庭
児
童
会
に
入
会
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
12
月
４
日
豺
〜
18
日
豺

（
土
・
日
は
除
く
）
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
半
に
郵
送
（
必
着
）

ま
た
は
来
庁
の
上
、
生
涯
学
習

課
へ
（
内
線
252
）

▼
入
園
対
象
児
＝
平
成
13
年
４

月
２
日
生
（
５
歳
）
〜
平
成
18

年
４
月
１
日
生
（
１
歳
）
の
泉

南
市
に
居
住
す
る
、
言
葉
の
遅

れ
、
自
閉
症
、
肢
体
不
自
由
等

障
害
の
あ
る
通
園
に
な
じ
む
児

童
▼
定
員
＝
20
名
▼
実
施
内

容
＝
▽
週
５
日
▽
午
前
９
時
半

〜
午
後
３
時
▽
施
設
へ
の
送
迎

は
保
護
者
の
方
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
▼
保
育
料
＝
無
料
（
た
だ

し
、
給
食
費
、
お
や
つ
代
と
し

て
別
途
徴
収
し
ま
す
）
▼
申
込

書
の
配
布
＝
11
月
22
日
貉
か
ら

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
で
▼
申

込
み
＝
12
月
４
日
豺
〜
８
日
貊

の
期
間
に
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ

ー
で
申
込
み
受
付
を
行
い
ま
す

（
申
込
み
受
付
時
に
聞
き
取
り

も
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
保
護

者
の
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
問
合
せ
＝
子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
薀
482
４
１
６
８
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リ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
入
園

申
込
み
を
受
付
し
ま
す

留
守
家
庭
児
童
会
入
会

申
込
み
の
お
知
ら
せ

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
臨
時
職
員
募
集

泉
南
・
阪
南
合
同
就
職

面
接
会
参
加
者
募
集

▼公立保育所＝▽信達保育所（指定管理保育所）
▽樽井保育所（平成20年度指定管理保育所予定）
▽浜保育所▽鳴滝第一保育所▽鳴滝第二保育所
▼私立保育所＝▽西信達保育園▽ココアンジュ
新家
▼入所対象児＝平成13年４月２日生まれ（５歳）
～平成18年12月８日生まれの児童（平成19年度
から産休明け保育を実施します）
▼入所申込書の配布＝11月22日貉から子育て支
援課、各保育所で配布します
▼入所申込み＝12月４日豺～８日貊の期間に、
市役所子育て支援課（午前９時～午後５時半）、
または各保育所（午前８時半～午後４時半）へ
▼保育所へ入所できる基準＝保育所への入所は
児童の保護者のいずれもが、次の理由笊～笵の
うちいずれかに該当する場合で、かつ同居の親

族その他の者が、児童を保育することができな
い場合に限ります
笊昼間に居宅外で労働することを常態としてい
ること笆昼間に居宅内で当該児童と離れて日常
の家事以外の労働をすることを常態としている
こと笳妊娠中または出産後、間がないこと笘疾
病にかかり、もしくは負傷し、または精神もし
くは身体に障害を有していること笙長期にわた
り疾病の常態にある、または精神もしくは身体
に障害を有する同居の親族を常時介護している
こと笞震災、風水害、火災、その他の災害の復
旧にあたっていること笵市長が認める前記に類
する状態にあること
▼その他＝家庭の状況や保育室に余裕がない等
の理由により、入所できない場合があります
▼問合せ＝子育て支援課（内線312）



統
合
に
伴
い
泉
南
市
、
阪
南
市
、
泉

南
郡
岬
町
の
不
動
産
登
記
事
務
お
よ
び

商
業
・
法
人
登
記
事
務
は
岸
和
田
支
局

で
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
統
合
と
同
時
に
商
業
・
法
人

登
記
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て

処
理
し
ま
す
。（
た
だ
し
順
次
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
入
力
を
行
う
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
さ
れ
た
証
明
書
を
発
行
す
る
ま
で

お
時
間
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

ご
利
用
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

▼
現
庁
舎
で
の
業
務
終
了
日
＝
平
成
19

年
３
月
16
日
貊

▼
岸
和
田
支
局
で
の
業
務
開
始
日
＝
平

成
19
年
３
月
19
日
豺

▼
岸
和
田
支
局
＝
〒
５
９
６
・
０
０
４

７
岸
和
田
市
上
野
町
東
24
・
10
（
南
海

本
線
「
和
泉
大
宮
」
駅
下
車
徒
歩
５
分
）

薀
438
６
５
０
１
、
438
６
５
３
２

▼
問
合
せ
＝
大
阪
法
務
局
民
事
行
政
調

査
官
室
薀
０
６
・
６
９
４
２
・
９
４
５

２

15

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

11月2日,9日,30日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 
商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀485-1586

知的障害者相談 

市役所 
子育て支援課 

市役所 
税務課 

市役所 
国民健康保険課 

子育て支援課 
薀483-0001 
（内線242） 

税務課 
薀483-0001 
（内線233） 
国民健康保険課 
薀483-0001 
（内線259） 

高齢障害介護課 
薀483-0001 
（内線546） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀482-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀483-3755

人権協会 
薀485-1401

農業委員会事務局 
薀483-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権協会 
薀485-1401

市役所別館2階 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館2階 
商工労働課 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時半 
　～4時半 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀482-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館2階 
商工労働課 市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域就労支援センター 
薀485-1401 
薀483-6447

税務課 
薀483-0001 
（内線239） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎月第1・3月曜日 
午後2時～3時（整形外科医） 
毎月第2・4木曜日 
午後1時半～2時半（内科医） 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀485-0707

健康相談 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 
毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時45分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
482－4111

市役所別館1階 
会議室 

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

関西国際空港情報：№78

「大阪ヨーロッパ映画祭」
イベント開催

大阪で開かれる「第13回大

阪ヨーロッパ映画祭」に関連

して、写真展などを開催しま

す。

笊写真展「ヴィスコンティ

芸術創作の歴史」

今年は大阪・ミラノ姉妹都

市提携25周年記念事業とし

て、回顧上映「ミラノのキネ

マ公爵－ルキノ・ヴィスコン

ティの世界」が実施されます。

この事業の一環として、ロー

マの国立フィルムセンター所

蔵品から、厳選された約30点

を展示します。

▼とき＝11月３日豢～16日貅

▼ところ＝関空展望ホール

「SKY VIEW」４階カフェコ

ーナー

笆お子様むけアニメ上映会

～キンダーフィルム特集～

「クロアチアの子どもたちか

ら届きました！」

クロアチアの子どもたちが

製作した短編アニメーション

（約30分・11作品×２回上映）

を上映。他では見ることので

きない稀少なフィルムです。

▼とき＝11月18日貍午後３時

～４時半▼ところ＝関空展望

ホール「SKY VIEW」２階

セミナールーム

▼問合せ＝関西国際空港譁航

空営業部薀455－2109 

大
阪
法
務
局
尾
崎
出
張
所
が

岸
和
田
支
局
へ
統
合

虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る
重
大
な
権

利
侵
害
で
す
。

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が
い
た
ら
、

す
ぐ
に
最
寄
の
児
童
相
談
所
や
福
祉
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

通
告
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
「
守

秘
義
務
」
違
反
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
人
情
報
保
護
条
例
・
法
の
違
反
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
連
絡
し
た
人

が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

▼
泉
南
市
の
窓
口
＝
泉
南
市
子
育
て
支

援
課
（
内
線
281
）、
泉
南
市
家
庭
児
童
相

談
室
薀
485
１
５
８
６

▼
泉
南
市
担
当
児
童
相
談
所
＝
大
阪
府

岸
和
田
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
虐
待

通
報
専
用
電
話
）
薀
441
０
１
２
５
　
　
　
　

▼
夜
間
・
休
日
虐
待
通
告
窓
口
＝
大
阪

府
中
央
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
夜
間
・

休
日
対
応
窓
口
薀
０
７
２
・
２
９
５
・

８
７
３
７
（
受
付
時
間
＝
午
後
５
時
45

分
〜
翌
日
９
時
、
土
曜
・
休
日
は
終
日
）

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
レ
ス
キ
ュ
ー
110
番
（
大

阪
府
警
察
本
部
）
＝
薀
０
６
・
６
７
７

２
・
７
０
７
６
（
月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
45
分
）、
薀
０
６
・
６
９

４
５
・
１
３
２
１
（
時
間
外
）

市
で
は
、
平
成
15
年
10
月
に
「
泉
南

市
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
あ

ゆ
み
ネ
ッ
ト
）」
を
立
ち
上
げ
、
市
教
育

委
員
会
、
市
立
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
児
童
委
員

民
生
委
員
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
児
童
虐
待
の
早
期
発

見
・
早
期
対
応
を
推
進
す
る
活
動
を
行

っ
て
来
ま
し
た
。

平
成
16
年
の
児
童
福
祉
法
一
部
改
正

に
よ
り
、
平
成
18
年
５
月
、「
泉
南
市
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
あ
ゆ
み

ネ
ッ
ト
）」（
以
下
、
協
議
会
）
に
移
行

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
の
２
点

が
新
た
に
活
動
内
容
に
加
え
ら
れ
ま
し

た
。

①
被
虐
待
児
か
ら
非
行
児
童
な
ど
を
含

む
要
保
護
児
童
※
が
対
象
に
な
っ
た

②
罰
則
の
あ
る
守
秘
義
務
が
協
議
会
を

構
成
す
る
者
、
お
よ
び
構
成
員
だ
っ
た

者
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
た

協
議
会
の
主
な
業
務
は
、
要
保
護
児

童
等
を
で
き
る
だ
け
早
く
発
見
し
、
適

切
な
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
要

保
護
児
童
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、

お
よ
び
予
防
的
か
か
わ
り
の
た
め
に
皆

様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

※
要
保
護
児
童
＝
児
童
虐
待
や
非
行
な

ど
、
親
が
養
育
す
る
こ
と
が
適
切
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
子
ど
も

▼
問
合
せ
＝
家
庭
児
童
相
談
室
薀
485
１

５
８
６

一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
の
耐
震

診
断
を
行
う
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
建
物
＝
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
確
認
を
得
て
建
て
ら
れ
た
民

間
の
戸
建
住
宅
で
、
現
に
居
住
し
て
い

る
も
の
に
限
り
ま
す

▼
補
助
内
容
＝
耐
震
診
断
に
要
す
る
費

用
（
補
修
費
、
修
繕
費
除
く
）
の
２
分

の
１
以
内
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
補
助

金
は
１
戸
に
つ
き
２
万
５
千
円
が
限
度

額
で
す

▼
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
（
内
線
568
）

14

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止

月
間
」
で
す

泉
南
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
に
ご
協
力
を

住
宅
の
耐
震
診
断
を

応
援
し
ま
す

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。



10
月
11

日
、
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
大
阪
・
り

ん
く
う
（
会

長
・
西に
し

さ
ち

子
さ
ん
）
よ

り
、
女
性
問

題
に
関
す
る

分
野
の
充
実

に
と
、
「
女

性
白
書
２
０

０
６
」
「
現

代
韓
国
と
女

性
」
等
22
冊
を
市
立
図
書
館
に
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
に
対
し
、
紙
上
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

泉
南
市
農
業
公
園「
花
咲
き
フ
ァ
ー
ム
」

で
は
市
民
の
皆
様
が
花
卉
を
栽
培
育
成

し
、
自
然
に
触
れ
合
い
、
ま
た
、
農
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
事
を
目
的

と
し
て
、
公
園
内
花
畑
ゾ
ー
ン
の
一
部
区

画
の
使
用
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
市
役
所
へ
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
＝
11
月
６
日
豺
〜
20
日
豺
の

執
務
時
間
中

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る
市
民
団

体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
特
定
非
営
利

活
動
法
人
・
農
事
組
合
法
人
等
の
団
体

▼
問
合
せ
＝
農
林
水
産
課
（
内
線
576
）

笊
利
用
会
員
＝
３
か
月
〜
お
お
む
ね
12
歳

ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
方
。「
今
す
ぐ
利

用
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

方
も
歓
迎
し
ま
す

笆
協
力
会
員
＝
子
ど
も
が
好
き
で
、
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

年
齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
（
▽

活
動
の
前
に
研
修
の
受
講
が
必
要
で
す
▽

保
育
施
設
等
へ
の
送
迎
の
み
、
昼
間
、
日

曜
日
な
ど
、
都
合
に
あ
わ
せ
て
活
動
で
き

ま
す
）

笳
両
方
会
員
＝
利
用
会
員
と
協
力
会
員
を

兼
ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す

▼
利
用
料
＝
700
円
〜
（
１
時
間
）

▼
そ
の
他
＝
▽
援
助
活
動
中
の
事
故
に
備

え
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
補
償
保
険
に
加
入
し
、
会
員
が
安
心
し

て
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

（
保
険
料
は
泉
南
市
が
負
担
）
▽
登
録

料
・
年
会
費
は
無
料
で
、
登
録
は
随
時
セ

ン
タ
ー
（
一
丘
幼
稚
園
内
）
に
て
受
付
け

て
い
ま
す

▼
会
員
登
録
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

み
る
く
」（
一
丘
幼
稚
園
内
）
薀
483
９
６

６
５

〜
ア
ッ
！
似
て
る
　ピ

ン
と
き
た
ら
110
番
〜

オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
被
疑
者
を
は
じ

め
、
指
名
手
配
被
疑
者
を
検
挙
す
る
た
め

に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

●
犯
人
に
似
た
人
を
見
か
け
た

●
事
件
当
時
、
不
審
な
者
を
見
か
け
た

等
ど
の
よ
う
な
些
細
な
情
報
で
も
、
警
察

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
情
報

が
、
事
件
を
解
決
す
る
鍵
と
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
471
１
２
３
４

〜
被
害
者
の
心
の
痛
み
を
い
や
し
ま
す
〜

精
神
的
被
害
の
大
き
い
性
犯
罪
等
の
被

害
者
の
方
々
の
た
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

派
遣
し
た
り
、
殺
人
、
交
通
死
亡
事
故
の

遺
族
の
方
々
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門

機
関
を
紹
介
し
て
優
先
的
に
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
受
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、
心
の
痛

み
を
い
や
す
た
め
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
471
１
２
３
４
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　 　 　 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢 琅 瑯
琥 筍 笋 筌 瑕 琿 瑟
瑙 筧 筰 瑩 瑰 瑣 瑪
瑶 箟 箍 璞 璧 珈 玳
珎 笘 笙 珥 珮 珞 璢

11月1日～12月９日・薀4 8 4－2 6 2 7
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　珈玳笳玻
珀縋笵珞璢琅瑯
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙繞筰瑩筬瑣瑪
瑶繻箍璞璧珈玳
珎縟笙珥珮珞璢

　　　珈玳珎笘
珀縋笵珞璢琅瑯
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙繞筰瑩瑰筮瑪
瑶繻箍璞璧珈玳
珎縟笙珥珮珞璢

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

11月1日～12月９日・薀4 8 2－1 0 0 0

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時、但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

11月1日～12月９日・薀4 8 3－4 3 6 1

被
害
者

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
制
度

「
花
咲
き
フ
ァ
ー
ム
」
一
部
区
画

使
用
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、
ご
み
の

な
い
美
し
い
ま
ち
・
ク
リ
ー
ン
泉
南
市
の

実
現
の
た
め
、
11
月
13
日
〜
19
日
を
環
境

美
化
週
間
と
し
、
そ
れ
に
伴
い
第
32
回
市

内
一
斉
美
化
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
11
月
19
日
豸
午
前
９
時
〜
11
時

（
小
雨
決
行
。
た
だ
し
、
大
雨
の
場
合
は

11
月
26
日
豸
に
延
期
）

▼
参
加
方
法
＝
ま
ち
に
出
て
ご
み
を
集
め

て
く
だ
さ
い
。
集
ま
っ
た
ご
み
は
当
日
市

が
収
集
し
ま
す
（
た
だ
し
、
家
庭
か
ら
出

さ
れ
た
粗
大
ご
み
等
は
収
集
し
ま
せ
ん
）

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
358
）

11
月
１
日
か
ら
１
か
月
間
、
大
阪
府
下

一
斉
に
「
平
成
18
年
駅
前
放
置
自
転
車
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。自

転
車
・
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
放
置
す
る
こ

と
は
、
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を
妨
げ
る

だ
け
で
な
く
、ま
ち
の
美
観
を
そ
こ
な
い
、

消
防
・
救
急
活
動
に
も
影
響
し
ま
す
。
自

転
車
・
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
放
置
の
な
い
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
ね
が
い

し
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
の
１
月
〜
８
月
ま
で
の

８
か
月
間
で
、
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転

車
・
ミ
ニ
バ
イ
ク
約
200
台
を
撤
去
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
処
分
し
た
自
転
車
・
ミ

ニ
バ
イ
ク
は
680
台
。
こ
れ
ら
の
撤
去
・
処

分
に
は
人
件
費
な
ど
多
額
の
費
用
を
要
し

て
い
ま
す
。
大
切
な
税
金
や
資
源
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
も
、
放
置
自
転
車
の
追

放
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
348
）

11
月
３
日
（
金
曜
日
）
の
休
日
に
伴
い
、

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま

す
。休

日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集

日
を
振
り
替
え
て
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず
確

認
し
て
、
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時
半
ま

で
に
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
、
分
別
し

て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
収
集
日

を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
「
ご
み
の
日

メ
ー
ル
」
や
、
お
住
ま
い
の
区
域
専
用
の

収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出

来
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
ご
み
の
日
メ
ー
ル
」

パ
ソ
コ
ン
か
らh

ttp
:/
/
w
w
w
1
.c
ity
.

sennan.osaka.jp/g-m
ail/pc/

携
帯
電
話
か
らh

ttp
:/
/
w
w
w
1
.c
ity
.

sennan.osaka.jp/g-m
ail/m

b/

「
ご
み
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」

http;//w
w
w
.city.sennan.osaka.jp/se

isou/calendar/

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
483
５
８
７
５

自
動
車
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、

下
記
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
２
回
ず
つ
巡

回
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
住

所
の
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
お
ひ
と
り
８
冊
ま
で
本
を
借
り
て
い

た
だ
け
ま
す
。

な
お
気

象
条
件
等

に
よ
り
巡

回
を
中
止

す
る
場
合

が
あ
り
ま

す
。
ご
了

承
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ

図
書
館
薀

482
７
７
６

６
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

青少年センター 

●は土曜日の巡回です 

一丘団地 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:10～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:40

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

11月1日～12月９日・薀4 8 2－7 7 6 6

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

濕  
濕  
濬  
濬  
澤  
澤  

⑬  
⑬  
⑭  
⑭  
⑧  
⑧  

澤  
澤  
箝  
箝  
濆  
濆  

⑧  
⑧  
⑨  
⑨  
⑩  
⑩  

⑳  
⑳  
澡  
澡  
⑮  
⑮  

⑥  
⑥  
⑦  
⑦  
①  
①  

⑮  
⑮  
⑯  
澑  
濂  
濂  

①  
①  
②  
②  
笘  
笘  

11月 12月 12月 11月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　　珈玳笳玻
珀笞珮珞璢琅瑯
琥筍琲琺瑕琿瑟
瑙筧瑜瑩筬瑣瑪
瑶箟璋璞箚珈玳
珎笘珀珥珮珞璢砂川老人集会場 

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川 

困
り
ま
す
！
自
転
車
置
き
ざ
り

知
ら
ん
ぷ
り

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

か
ら
の
お
知
ら
せ

市
内
一
斉
美
化
運
動
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
み
収
集
日
変
更
の

お
知
ら
せ

　
月
２
日
貅 

　
月
１
日
貉 

11　
月
２
日
貅 
11

　
月
３
日
貊 

11

 

11



議
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
の
方
は
、「
事

前
協
議
予
約
票
」
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
高
齢
障
害

介
護
課
介
護
支
援
係
に
提
出
く
だ
さ
い
。

「
事
前
協
議
予
約
票
」
お
よ
び
事
前
協
議

に
必
要
な
書
類
等
詳
細
は
泉
南
市
介
護
保

険
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
指
定
対
象
事
業
＝
夜
間
対
応
型
訪
問
介

護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
介
護
予

防
含
む
）、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
介
護
予
防
含
む
）

▼
事
前
協
議
予
約
受
付
期
間
＝
12
月
４
日

豺
〜
８
日
貊

▼
事
前
協
議
期
間
＝
12
月
15
日
貊
〜
25
日

豺▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課（
内
線
537
）

65
歳
以
上
の
認
知
症
高
齢
者
や
ね
た
き

り
高
齢
者
等
、
老
齢
に
よ
り
精
神
ま
た
は

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
は
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
税
法

上
で
の
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
対
象
者
の
状
況
を
確
認
し
た

上
で
市
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課（
内
線
541
）

11
月
は
市
・
府
民
税
（
第
３
期
分
）
の

納
税
月
で
す
。

市
税
の
納
付
に
は
、
確
実
で
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。手
続
き
は
、

通
帳
の
お
届
け
印
、
納
税
通
知
書
を
ご
持

参
の
上
、
市
税
口
座
振
替
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

お
取
引
金
融
機
関
（
納
付
書
の
記
載
を
参

照
）、
郵
便
局
の
窓
口
で
簡
単
に
手
続
き

が
で
き
ま
す
。
市
税
口
座
振
替
申
込
書
は

市
内
の
市
税
取
扱
い
金
融
機
関
、郵
便
局
、

市
役
所
税
務
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
235
・
236
）

個
人
事
業
税
（
第
２
期
）
の
納
期
限
は

11
月
30
日
貅
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
納
税
に
は
、
便
利
で
安
心
・
安
全
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
府
税
事
務
所
薀
439
３
６

０
１こ

の
期
間
、
税
務
行
政
の
IT
化
へ
の
取

組
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
中
心
に

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（e-

T
ax

）
の
利
用
促
進
お
よ
び
周
知
」
に
つ

い
て
、
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
少
子
・
高
齢
社
会
と

税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
税
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
も
同
時
に
提
供

し
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.

nta.go.jp

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４
７
１

e-T
ax

と
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
あ
る

い
は
税
理
士
事
務
所
な
ど
か
ら
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
国
税
に
関
す
る

様
々
な
手
続
き
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
時
間
や
距
離
の
制
約
を
軽
減
で
き
、

事
務
の
簡
素
化
、
効
率
化
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

e-T
ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.e-

tax.nta.go.jp

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４
７
１

19

個
人
事
業
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

11
月
11
日
〜
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（e-Tax

）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

障
害
者
手
帳
未
交
付
高
齢
者

の
障
害
者
控
除
制
度

市
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

Ｑ、どうして変わるの？

Ａ、地方自治体は、地方税以外に、国が国税として集

めた財源の中から国庫補助金などの財源を受けて行政

サービスを行っています。しかし、この仕組みは、

様々な制約があり、必ずしも地域の実情に合ったもの

とは言えません。

このため、地方自治体が自主的に財源の確保を行い、

住民にとって真に必要な行政サービスを自らの責任で

より効率的に行えるよう、平成18年度の国の税制改正

によって、国税である所得税の一部（３兆円規模）を

地方税である個人住民税へ移すことになりました。こ

のことを税源移譲と言い、この税源移譲により、平成

19年から、所得税と個人住民税の税率が変わります。

Ｑ、どう変わるの？

Ａ、個人住民税には、所得に応じてご負担いただく所

得割と、皆さまに一定額を均等にご負担いただく均等

割があります。

この所得割の税率が、現在の３段階（５％、10％、

13％）から一律10％に変わります。（個人府民税を含む）

Ｑ、税負担は増えるの？

Ａ、個人住民税は増えても、所得税は減るため、所得

税と個人住民税を合わせた税負担は変わりません。

税源移譲による個人住民税所得割の税率を一律10％

にすることに伴い、国の所得税の税率も現在の４段階

から６段階に変わります。

この結果、たとえば、課税所得200万円以下の部分は、

個人住民税所得割の税率が５％から10％に引き上げら

れますが、その分、所得税の税率が10％から５％に引

き下げられますので、所得税と個人住民税を合わせた

全体の税負担は変わりません。

▼問合せ＝税務課（内線352）

18

▼
売
却
用
地
＝
▽
所
在
地
／
泉
南
市
幡

代
３
丁
目
690

１
▽
地
目
／
雑
種
地
▽

面
積
／
１
２
５
２
・
０
０
裃
▽
用
途
地

域
／
市
街
化
調
整
区
域

▼
売
却
価
格
＝
339
万
円

▼
申
込
締
切
＝
11
月
30
日
貅
（
当
日
消

印
有
効
）

▼
売
却
先
＝
12
月
13
日
貉
に
公
募
抽
選

方
式
で
決
定

▼
申
込
方
法
＝
大
阪
府
土
地
開
発
公
社
、

泉
南
府
民
情
報
プ
ラ
ザ
に
あ
る
応
募
申

込
書
に
記
入
し
、
郵
送
く
だ
さ
い
（
応

募
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
大
阪
府
土
地
開
発

公
社
薀
０
６
・
６
９
４
９
・
５
４
４
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.otkk.jp/

市
で
は
、
次
に
掲
げ
る
中
小
企
業
者

向
け
融
資
等
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に

対
し
、
そ
の
返
済
利
子
の
一
部
を
補
給

し
て
い
ま
す
。
申
請
を
行
う
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
対
象
で
あ
る
利
用
融
資
の
登

録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

業
者
の
方
は
、
商
工
労
働
課
備
え
付
け

の
登
録
書
お
よ
び
同
意
書
に
て
ご
登
録

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
登
録
い
た

だ
い
て
い
る
事
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、

登
録
融
資
に
変
更
が
あ
る
場
合
や
、
新

た
に
対
象
融
資
を
実
行
さ
れ
た
場
合
は
、

登
録
の
変
更
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
が
無
い
場
合
は
、
利
子
補
給
の
対

象
融
資
で
あ
る
か
確
認
が
で
き
ず
、
利

子
補
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
事
業
者
＝
泉
南
市
内
に
居
住
し

（
法
人
は
市
内
に
登
記
簿
上
の
本
店
を
有

し
）、
市
内
で
事
業
を
営
む
事
業
者
で
①

〜
③
の
融
資
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

▼
対
象
と
な
る
融
資
＝
①
大
阪
府
中
小

企
業
向
け
経
営
安
定
資
金
融
資
（
連
鎖

倒
産
防
止
対
策
資
金
含
む
）
②
大
阪
府

中
小
企
業
向
け
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金

融
資
（
経
営
基
盤
確
保
特
別
融
資
・
緊

急
経
営
支
援
特
別
融
資
）
③
国
民
生
活

金
融
公
庫
融
資
制
度
に
よ
る
小
企
業
等

経
営
改
善
資
金
融
資
（
た
だ
し
、
③
に

つ
い
て
は
平
成
16
年
１
月
１
日
以
降
に

融
資
実
行
さ
れ
た
事
業
者
の
み
）

▼
持
参
物
＝
印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
法

人
お
よ
び
代
表
者
認
印
）
・
金
融
機
関

発
行
の
返
済
計
画
（
明
細
）
書
（
複
数

あ
る
場
合
は
全
て
）

▼
問
合
せ
＝
商
工
労
働
課
（
内
線
583
）

平
成
19
年
４
月
１
日
指
定
に
向
け
て
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
事
前
協

議
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
事
前
協

（№69） 

「わくわく教室」スタート　一丘小学校 

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
利
子

補
給
金
申
請
に
か
か
る
登
録

大
阪
府
土
地
開
発
公
社
保
有
地

を
公
募
抽
選
方
式
で
売
却

～自分で学習する力と習慣を～
一丘小学校では、2006年（平成18年）５月に『わく

わく教室』がスタートしました。『わくわく教室』は、
自分で進んで宿題をしよう⇒宿題をするのが楽しくな
ってきた⇒家で自分から一人で宿題ができる子をめざ
す教室です。毎週木曜日の放課後、２・３年生を対象
に行っています。
この教室は担任の先生に“のこされる”補充教室と

は少し違います。
①保護者の申込み
制であること②指
導の先生が学生サ
ポーターや学習ア
ドバイザーの先生
が中心であること
③教室は卒業制を
とっていることな
どです。
教室をのぞいて

みると、シーンと静まった時間が流れています。質問
は黙って手を挙げるのです。時間内に仕上がらない宿
題もありますが、汗をかいて一生懸命取り組んでいる
顔は真剣そのもの。この集中する気持ちが大切です。
担任の先生や他の先生も様子を見に来てくれますし、
担当の先生からアドバイスや励ましももらいます。
子どもたちは『わくわく教室』が楽しいと言ってい

ますし、保護者の方からも期待の声が多く聞かれます。
１学期で教室を卒業
していく友だちもい
ます。また、卒業を
めざして頑張ってい
る子もいます。
自分で学習に向か

う習慣とそこでつい
た力はこれからの子
どもたちの成長にと
って大きな宝物で
す。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

事
前
協
議
を
実
施
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※一般会計（歳入予算）【図１】

※一般会計（歳出予算）【図2】

※市債現在高のグラフ（市債総額　246億6,248万円）

※【図1】の歳入予算額綏と収入済額絽との項目別グラフ

※【図2】の歳出予算額綛と支出済額綺との項目別グラフ

※主な特別会計（収入済額と支出済額）

一般会計予算現額206億3,312万円の内歳入予算の収入済額は75億8,974万円です。

また、歳出予算の支出済額は55億1,794万円となっています。

（平成18年８月末現在）

市
有
財
産

笊土地開発基金　4億8,451万円

笆教育振興育英奨学基金 1,116万円

笳公債費管理基金　6,141万円

笘公共施設整備基金　9億8,363万円

笙高額療養費貸付基金　300万円

笞緑化基金　2億6,092万円

笵ふるさと創生事業推進基金　1億81万円

笨地域福祉基金　3億6,734万円

笶汚水処理施設管理基金　3,089万円

筐医療施設整備基金　1,106万円

筺農用地整備基金　1,189万円

基
　
　
金

基金合計額　23億2,662万円

平成18年度予算執行状況報告 ▼問合せ＝財政課（内線308）

公有財産

996,199.64㎡
土地

785,266.61㎡
建物

180,933.03㎡

歳入予算額 

206億3,312万円 

Ａ 

収入済額 

75億8,974万円 
Ｂ 

(　　)内は、収入済額 

24億5,755万円 

17億  362万円 

9億2,034万円 

6億  676万円 

25億1,548万円 

31億9,350万円 

市　税 

市　債 

国庫支出金 

地方交付税 

府支出金 

その他 

繰入金 

(0円)

(8億4,184万円)

(1億8,097万円)

(7億8,307万円)

(0円)

(5億1,391万円)

92億3,587万円 
(52億6,995万円)

歳出予算額 

206億3,312万円 

Ｃ 

支出済額 

55億1,794万円 

Ｄ 

その他 

消防費 

衛生費 

教育費 

総務費 

公債費 

土木費 

民生費 68億3,786万円 

43億3,445万円 

25億3,922万円 

20億5,789万円 

18億  511万円 

15億4,036万円 

9億1,022万円 

6億  801万円 
(　　)内は、支出済額 

(22億6,780万円)

(59万円)

(8億5,278万円)

(7億4,338万円)

(6億3,246万円)

(4億8,933万円)

(3億4,570万円)

(1億8,590万円)

土木債 

95億2,219万円 

その他 

67億8,863万円 

22億5,596万円 
　教育債 

総務債 
34億9,403万円 農林水産債 14億2,467万円 

衛生債 5億1,294万円 
民生債 3億5,410万円 
消防債 3億996万円 

収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 

14億7,361万円 
24億7,774万円 
17億15万円 

19億6,342万円 

1億9,423万円 
9,856万円 

12万円 
2万円 

9億9,208万円 
9億425万円 

国民健康保険事業特別会計 

汚水処理施設管理特別会計 

介護保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

下水道事業特別会計 

主な特別会計 収入済額と支出済額 
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●若者をねらうマルチ商法

バブル崩壊後、「もうかる」ことをうたい文句に

する悪質商法が増加しています。学生など若者に被

害が多発しているのがマルチ商法です。「みんなで

勝ち組になろうよ」「少ない資金でビッグな実業家

に」などといって、業務内容があいまいで得体の知

れない販売組織に誘い込み、さらに会員を勧誘する

よう強要します。

販売しているはずの商品を誰も見たことがないと

か、会員は商品などの販売活動には興味がなく、も

っぱら自分の下に販売員を増やすことだけに夢中に

なっているなど、最近のマルチ商法はネズミ講と紙

一重のものが多くみられます。

マルチ商法は、不況下の就職困難な状況にある若

者の弱みにつけこんだ、極めてたちの悪い商法で、

被害にあうと経済的な損害を被るだけでなく、人間

関係にもひびが入り、就職のチャンスを失うなど深

刻な影響が残ります。

●主婦に多い内職商法

生活費あるいは教育資金や住宅購入資金の足しに

するため、働いて少しでも収入を得たいといった主

婦の思いにつけ込んだ商法です。

「自宅でできる仕事」「素人でも歓迎」などと広告、

ホームページ、電話で誘います。フルタイムで働く

ことが難しい子育て中の主婦などをねらうというの

が特徴です。

話を聞いてみると、仕事をするために必要な道具、

例えばパソコンやソフトの購入、技術を学ぶための

教材の購入など、多額の金銭負担を求められます。

契約してわかるのは、仕事はほとんどなく、購入し

た商品などのクレジット返済の負担が重くのしかか

ってくるということです。月々の収入から支払えば、

教材代などわずかな負担に過ぎないと聞いたのに説

明と全く違うということで被害に気づきます。クレ

ジット会社は、「仕事の話などは聞いていない」「商

品をもらっている以上、支払ってもらう」などと強

硬な態度をとることがあります。

特定商取引法では業務提供誘引販売取引として、

契約書面の交付義務やクーリング・オフ制度などの

消費者保護を図っています。しかし、法律を守らな

い業者も多く要注意です。

●資格商法

よく似たものにサラリーマンをねらう資格商法が

あります。色々な資格をタネに「うちの教材で勉強

して資格を取れば副業を紹介する」「副収入が得ら

れるから」と勧誘して、各種の資格取得のための教

材や通信教育講座などの契約をさせるもので

す。

職場に電話をかけてきて勧誘するやり方が

典型的な手口です。「合格するまで面倒をみ

る」と言ったのに思うようには面倒をみても

らえない、教材を購入したものの難しくて自

分のレベルには合わないなどのケースがほと

んどです。勧誘時の「面倒をみる」というセ

ールストークには具体的な内容はなく、実際

は消費者が期待したようなものではなかっ

た、という点が問題になります。仕事を紹介

するというのも、教材などの購入契約させる

ためのセールストークに過ぎません。

▼問合せ＝月～金曜日の午後１時～４時　

消費生活センター（内線319）

クーリング・オフ制度のある取引の主なもの 

取引形態 

訪問販売 
指定された商品・役務 
（サービス）・権利のみ 
対象 

契約書面交 
付日を含め 
て８日間 

契約書面交 
付日を含め 
て８日間 

訪問販売等、店舗等以外 
での販売取引 

電話勧誘 
販売 

指定された商品・役務 
（サービス）・権利のみ 
対象 

契約書面交 
付日（到着 
日）を含め 
て８日間 

事業者が電話を利用して 
勧誘する販売取引 

特定継続的 
役務提供 

エステ・語学教室・学習 
塾家庭教師・パソコン教 
室・結婚相手紹介サービ 
スの６業種でいずれも金 
額が５万円以上のもの 

継続的に役務提供する取 
引で、対象にあげた６つ 
の役務 

連鎖販売取 
引（マルチ 
商法） 

すべての商品・役務（サ 
ービス）・権利が対象 

契約書面交 
付日を含め 
て20日間 

連鎖的に販売組織を拡大 
する商法 

業務提供誘 
引販売取引 

すべての商品・役務（サ 
ービス）・権利が対象 

契約書面交 
付日を含め 
て20日間 

仕事や収入を得るために 
多額の商品を購入させる 
内職・モニター商法 

対象 販売方法等 期間 

だまされるな消費者！利益・収入をうたう手口
出典　「2006年版　くらしの豆知識」 独立行政法人　国民生活センター発行



▼
と
き
・
テ
ー
マ
・
講
師
・
と
こ
ろ
・

定
員
・
申
込
み
＝
左
表
の
と
お
り

▼
費
用
＝
無
料
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直通　薀480-2855

▼
と
き
＝
12
月
10
日
豸
午
後
１
時
半
〜
４

時（
午
後
１
時
開
場
）

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容
＝
◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　
和
太
鼓
集

団
「
ど
ん
ど
鼓こ

」
◇
語
り
　
杉
本
す
ぎ
も
と

大
士
だ
い
し

さ

ん
（
姫
路
ひ
め
じ

・
太
鼓
屋

た
い
こ
や

六
右
衛
門

ろ
く
え
も
ん

十
八
代
目

じ
ゅ
う
は
ち
だ
い
め

）

◇
演
奏
　
太
鼓
集
団
「
潮
う
し
おU

sh
io

」（
岬

町
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
定
員
＝
500
名
（
申
込
み
不
要
）

▼
一
時
保
育
＝
事
前
申
込
み
必
要

〔
９
日
・
10
日
共
通
応
募
要
領
〕

▼
一
時
保
育
＝
対
象
は
１
歳
か
ら
就
学
前

の
子
ど
も
で
、
定
員
は
各
講
演
５
名

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
17
日
貊
ま
で

に
参
加
希
望
講
演
番
号
（
９
日
開
催
分
の

②
ま
た
は
③
）
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
手
話
通
訳
希
望
の
有
無
、
一
時
保
育

が
必
要
な
方
は
子
ど
も
の
名
前
・
年
齢
・

連
絡
先
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
・
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
５
９
０
・
０
５

９
２
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
人
権
推
進
課

（
内
線
270
）
ま
で
。（
応
募
多
数
の
場
合
抽

選
）
薀
480
２
８
５
５
（
直
通
）
蕭
482
０
０

７
５
／e-m

ail:jin
k
en
@
city
.sen
n
an
.

lg.jp

平
成
18
年
11
月
現
在
で
泉
南
市
民
人
権

意
識
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
満
16
歳
以
上
の
泉
南
市
民
３
千
名
（
無

作
為
抽
出
）
を
対
象
に
、「
差
別
の
な
い

社
会
の
実
現
」
を
具
体
化
す
る
た
め
、
市

民
の
人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
の
現
状
及

び
傾
向
を
調
査
分
析
す
る
も
の
で
、
調
査

結
果
は
啓
発
活
動
の
課
題
と
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
、
今
後
の
行
政
施
策
の
基
本
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
へ
は
調
査
票
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
多
忙
の
中
、
大
変

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
趣
旨
を
ご
理
解

の
上
、
本
調
査
に
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
は
統
計
的
に
処
理
し

ま
す
の
で
、
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
調
査
予
定
日
＝
平
成
18
年
11
月
中
旬

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
270
）

▲講師の杉本大士さん

人権市民
意識調査に
ご協力
ください

★
太
鼓
の
響
き
は

「
命
」
の
鼓
動
！

縡【人権週間街頭啓発】
▼とき・ところ　12月1日貊　午前7時から市内４駅で　
午後４時からイオンりんくう泉南ショッピングセンターで

縒【人権作品展】
市内保育所、幼稚園、小・中学校の子どもたちの作品
識字教室の皆さんの作品
▼とき 11月30日貅～12月6日貉　午前10時～午後10時　
▼ところ イオンりんくう泉南ショッピングセンター2階イオンホール

縱【心の響きコンサート】
チェロ演奏　斉藤

さいとう

航
わたる

さん、アルパ演奏　上之山
うえのやま

幸代
さちよ

さん
▼とき 12月3日豸　午後2時～3時半
▼ところ イオンりんくう泉南ショッピングセンター2階イオンホール

縟【特設人権相談】
▼とき 12月5日貂・6日貉の各日午後2時～4時　
▼ところ 水道庁舎一階　人権推進部相談室　
▼内容 人権擁護委員が相談に応じます　
▼費用 無料
▼その他　秘密は厳守されます

縡～縟についての問合せ　人権推進課（内線270）

縉【泉南市人権協会・泉南市人権擁護委員会　合同出張相談】
▼とき・ところ
①12月2日貍 イオンりんくう泉南ショッピングセンター2階イオンホール
②12月7日貅 樽井公民館３階控室
③12月8日貊 西信達公民館2階会議室
④12月13日貉　新家公民館2階会議室
⑤12月14日貅　信達公民館1階講座室
（時間はいずれも午前10時～午後４時半）
▼相談内容
◇就労支援　障がい者、母子家庭の母親、中高年齢者や若年者の就労困難な方
◇進路支援　経済的理由等により就学が困難な方
◇人権相談　人権侵害を受けた方
◇総合生活相談 生活上の様々な困難を抱えた方
▼費用　無料
▼その他 秘密は、厳守されますので、安心してご相談ください
▼問合せ 泉南市人権協会　薀485-1401、人権推進課（内線270）

人権週間の泉南市でのその他取り組み

300
0名に

封書
が 

届き
ます
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国
連
で
は
毎
年
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
人
権
擁
護
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に
よ
り
、「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）
を
人
権
週
間
と
定
め
、「
世
界
人
権
宣

言
」
の
意
義
を
普
及
す
る
た
め
の
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
の
人
権
週
間
「
市
民
の
集
い
」
は
、
全
市
的
な
幅
広
い
市
民
活
動
と
な

る
よ
う
、
泉
南
市
人
権
関
係
６
団
体
連
絡
会
※
と
連
携
を
図
り
、
２
日
間
・
計
４
会
場

で
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
泉
南
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
・
泉
南
市
人
権
擁
護
委
員
会
・
泉
南
市
人
権
協
会
・
泉
南
市
事
業
所
人
権

推
進
連
絡
会
・
泉
南
市
人
権
教
育
研
究
協
議
会
・
泉
南
市
在
日
外
国
人
教
育
研
究
協
議
会

とき 

① 
12月9日貍 
午後1時半～4時 
 

【実演・講演】 
伝えたい！食肉産業を通して 
～さばきの実演「食肉の技」～ 
講師 音野修平さん（羽曳野市在住） 

樽井小学校体育館 
定員200名 
申込み不要 
保育のみ申込み要 

② 
12月9日貍 
午後1時半～4時 
 

【参加型ワークショップ】 
あなたがつくる「市民の集い」 
～人権のまちづくりへのスタート～ 
講師 岡田耕治さん（岬町教育委員会） 

古代史博物館 
定員50名 
参加申込み必要 
 

③ 
12月9日貍 
午後1時～4時 
 

【講演・ミニ太鼓づくり】 
みんなが幸せに生きていくために 
～かわ・皮・皮革～ 
講師　渡邊 実さん（浪速人権・同和教育推進協議会） 

信達公民館 
定員50名 
参加申込み必要 
 

テーマ・講師 ところ・定員・申込み 

おとの　しゅうへい 

おかだ　こうじ 

わたなべ　みのる 

かわ 

歴
史
を
ひ
も
と
き
、
歴
史
が
動
く
と
き
、

人
権
の
思
想
が
生
ま
れ
出
て
く
る
と
き
を

み
な
さ
ん
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
＝
左
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ
＝
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
＝
歴
史
に
人
権
が
登
場
す
る
と
き

▼
講
師
＝
小
林

こ
ば
や
し

利
郷

と
し
さ
と

さ
ん
（
伝
承
文
化
・

民
話
研
究
家
）

▼
定
員
＝
30
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
10
日
貊
ま
で

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
５
９

０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井
９
・
16
・
２

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
人
権
文
化
講
座

Ⅱ
係
へ
薀
483
６
４
４
７
蕭
483
６
４
５
７
／

e-m
ail:fureai@

city.sennan.lg.jp

人
権
文
化
講
座
（
第
２
部
）

を
開
催
し
ま
す

とき 内容 

時間はいずれも午後２時～４時 

第1回 
平成18年 
11月21日貂 

古代社会　都市国家 
スパルタ 
「市民か奴隷か」 

第2回 
平成18年 
12月19日貂 

平安から鎌倉へ　 
法然の登場 
「西方に極楽あり」 

第3回 
平成19年 
１月16日貂 

宗教改革と啓蒙思想 
「社会は神が造られたもの 
でなく人間がつくったもの」 

第4回 
平成19年 
２月20日貂 

第１次世界大戦と 
第２次世界大戦 
「人権宣言」 

★
体
験
！
発
見
！
人
権
！

太鼓集団「潮Ushio」



（2006.11） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
子
保
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

3種混合予防接種 
（ジフテリア、破傷風 
　百日せき）　 

ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。ただし、医師への相談は電話での予約が必要です。 

4か月児健康診査／BCG予防接種 11月1日貉 12月6日貉 
平成18年6月生 
平成18年7月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防 
接種（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

平成16年4月生 
11月30日貅 
午後0時45分～ 
1時45分 

第1期（3種混合）は、生後3か月～7歳6か月（できるだけ生後3歳まで）の間に計4回。 
▼初回接種＝生後3か月に達したら約4週間隔で3回 
▼追加接種＝初回接種の3回終了後1年～1年半の間に1回 
第2期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学6年生）の人に1回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

12月1日貊、11日豺、 
18日豺、25日豺 
午後1時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組 
（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

3歳6か月児健康診査 11月8日貉  午後0時半～1時10分 平成15年4月生 
身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

11月28日貂 
12月19日貂 
12月26日貂 
午後１時半 
～２時半 

リトルままサロン 11月24日貊 午後1時半～3時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談、ミニ講座等。 
予約不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、 
コップ。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

歯みがき教室 11月30日貅 
午後1時～1時20分 

平成16年3月生 
平成17年3月生 

ブラッシング指導。予約不要。携行品は、母子手帳、 
歯ブラシ、コップ、筆記用具、お茶。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、 
手作りおもちゃ、個別相談（保育、栄養、歯）、沐浴。 
なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

乳児後期健診 病・医院の 
診察時間 満9か月～1歳未満 4か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 でお受けください。但し、1歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第1～3金曜日 
午後1時～2時半 

毎月第1～4金曜日 
午後1時～2時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関す 
る相談に応じます。ただし、事前予約が必要です。 ▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼東信達老人集会場 
　　第2木曜日 
　　午後2時から 
　　1時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

1歳6か月児健康診査 11月22日貉 午後０時半～１時半 平成17年4月生 
身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

離乳食講習会 12月25日豺 
午後1時～3時10分 

離乳期の乳児の保護者 
定員20組（要予約） 

リトルまま教室の妊婦との交流。講義と実演。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 11月24日貊 午後1時半～3時 乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

ＢＣＧ予防接種 11月1日貉、12月6日貉 
午後2時～3時 

生後3か月～6か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

ポリオ予防接種 11月2日貅、11月6日豺 
午後1時半～2時半 

生後3か月～７歳６か月未満の乳児。できるだけ18か月までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
 

行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

精神保健福祉相談 
医療相談 

献　血 

月～金午前9時～12時15 
分、午後1時～3時45分 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

大阪府下の当日と翌日の献血場所は 
薀0120-524-133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会 薀482-7615

11月20日豺  イオンりんくう泉南ＳＣ 
12月7日貅  スカイシティーオークワ泉南店 
午前10時～正午、午後1時～4時半 

 

安心して医療を受けられるようサポートしています。 
実施場所は大阪府泉佐野保健所　医療相談窓口　薀462-7701

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 第1水曜日　午前9時半 ～10時半（要予約） 
事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

リトルまま教室（両親教室） 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 
直接申し込んでください。 

第1期は、生後12か月～2歳未満に1回。第2期は5歳～7歳未満で小学校に入る 
1年前から前日までに1回。 

（2歳6か月児歯科健康診査・親子教室） 

 

 

 

平成18年10月31日をもって、本年度の医療機関での検診は終了しました。 
なお、平成19年度（平成19年4月以降）については、4月に発行する年間行事予定表 
またはホームページ（http://www.city.sennan.osaka.jp/̃hokencenter/index.htm) 
にてご確認ください。 
▼問合せ　保健センター（薀482-7615） 
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▼
と
き
・
内
容
＝
11
月
27
日
豺
・

医
師
講
義
、
12
月
４
日
豺
・
栄
養

講
義
、
８
日
貊
・
栄
養
講
義
、
15

日
貊
・
運
動
講
義
　
時
間
は
午
後

１
時
半
〜
２
時
間
程
度
（
初
回
の

み
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
　

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
市
民
の

方
で
血
圧
・
脂
質
検
査
に
お
い

て
「
要
指
導
」
判
定
の
方

▼
定
員
＝
20
名
（
申
込
順
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

▼
と
き
＝
11
月
21
日
貂
、
12
月
１

日
貊
午
前
11
時
〜
11
時
半
受
付

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
30
名
（
申
込
順
）

▼
費
用
＝
無
料
（
喀
痰
検
査
は

有
料
400
円
）

▼
検
査
内
容
＝
胸
部
Ｘ
線
撮
影

（
必
要
な
方
に
は
喀
痰
検
査
）

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

高
齢
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

の
ヘ
ル
シ
ー
で
簡
単
な
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
料
理
を
し

た
こ
と
の
な
い
男
性
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
19
年
１
月
17
日

貉
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
30
歳
以
上
の
市
民
の

男
性

▼
定
員
＝
20
名
（
申
込
順
）

▼
費
用
＝
500
円
（
材
料
費
・
テ

キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
１
月
９

日
貂
ま
で
に
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
蕭
485
１
６

２
１
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通

の
か
ぜ
と
違
い
重
症
に
な
り
や

す
く
、
特
に
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
は
注
意
が
必
要
で

す
。
流
行
す
る
前
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
①
満
65
歳
以
上
の
市

民
の
方
②
満
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
市
民
の
方
で
、
心
臓
、
肝

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の

身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を

有
す
る
方
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る

方
（
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

▼
実
施
期
間
＝
12
月
31
日
豸
ま

で▼
実
施
場
所
＝
市
内
の
実
施
医

療
機
関
（
事
前
予
約
が
必
要
）

▼
費
用
＝
自
己
負
担
１
千
円
。

た
だ
し
生
活
保
護
世
帯
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
は
無
料
（
保
健

セ
ン
タ
ー
で
無
料
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

放
し
て
散
歩
を
さ
せ
て
い
ま

せ
ん
か
。「
か
ま
れ
そ
う
で
怖
い
」

と
い
う
相
談
が
住
民
の
方
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
を

す
る
時
も
犬
を
つ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
散
歩
の
際
の
糞

は
必
ず
飼
い
主
が
持
っ
て
帰
り

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
飼
い
犬
が
人
を
か
ん

だ
と
き
に
は
、
飼
い
主
は
、
保

健
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
保
健
所
衛

生
課
（
薀
464
９
６
８
８
）

愛
す
る
自
分
を
大
切
に
。
愛

す
る
人
を
大
切
に
。

薬
物
乱
用

に
関
す
る
相
談
は
、
最
寄
の
保

健
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内

線
244
）
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
482
７
６
１
５

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
実
施

血
液
サ
ラ
サ
ラ
教
室
〜
高
血

圧
・
高
脂
血
症
撃
退
大
作
戦
〜

男
性
の
た
め
の

料
理
教
室

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
様
へ

散
歩
の
際
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

肺
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

大阪府では、泉南地域で過去に石綿
にばく露した可能性のある方に、一定
期間継続した検診を受けていただき、
健康状況の調査を実施します。
▼とき・ところ
11月10日貊・岸和田保健所
11月18日貍・泉佐野保健所
12月２日貍・岸和田保健所
12月７日貅・あいぴあ泉南
12月15日貊・阪南市文化センター
▼対象
平成２年以前に泉南地域に在住されて
いた現在40歳以上の方で、石綿にばく
露した可能性があり、毎年検診を受け
ることができる方
▼内容
平成18年度は問診、胸部エックス線検
査、および胸部ヘリカルＣＴ検査を実
施し、その後は年１回胸部エックス線
検査を実施。数年毎に胸部ヘリカルＣ
Ｔ検査を実施
▼費用 無料
▼申込み
泉佐野保健所地域保健課

（薀462-7701）

石綿の健康影響の評価調査
検診ご参加のお願い

薬
物
の
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」



ケーブルテレビのチャン

ネル９では、泉州地域４市

３町の地域情報番組「わく

わく！りんくう」を映像と

文字番組で放送しています。

ただし、視聴するにはケ

ーブルテレビへの加入が必要です。また、視聴できな

い地域がありますのでご了承ください。

今年度から泉南市の「わくわく！りんくう」は１か

月間１番組となっています。

▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）

▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）

▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）

▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ

コム関西・りんくう局

薔0120－089－344

▼問合せ＝情報管理課（内線227）

わくわく！りんくう地域情報を放送中 

１１月１日貉 
　　～ 
１１月３０日貅 

イオンりんくう泉南ショ 
ッピングセンターで行わ 
れた泉南市・イオン合同 
防災訓練の様子を紹介。 

大規模災害の発 
生に備えて 
泉南市・イオン 
グループ防災訓練 

10

開場10分前には行列
本のリサイクル市

国際交流の輪を広げるべく活動しているなるたき
国際交流実行委員会ワンピースの受け入れにより、
今年はネパールから民俗舞踊団のメンバー15名が向
井泉南市長を表敬訪問しました。９月28日の鳴滝第
１小学校の公演を前に多忙なスケジュールをぬって
訪れた民俗舞踊団の方々は、日本とネパールの気候
や文化、風習の違いなどについて市長と和やかに歓
談し、「泉南の有名なものは？」や「泉南の舞踊ダン
スについて知りたい」といった質問がとびだしまし
た。今後は泉南市での公演を皮切りに府内６か所で
活動されるとのことでした。 （９月27日）

ネパール民俗舞踊団が表敬訪問

27

今年で２回目となる本のリサイクル市が文化ホール展示室で行われました。秋祭りの地元曳行と日程が重なり
来場者数が心配されましたが、開始わずか30分で、昨年の来場者数を上回る200名（最終384名）の方が訪れま
した。会場では図書館での役目を終えた除籍本や寄贈本5197冊が並び、昨年にはなかった児童書コーナーも設け
られ、子どもたちの参加者も多く見られました。中にはハッピ姿で参加している子ども。会場を後にする参加者
からは、「袋の持参を忘れた」と両手一杯に本（１人10冊まで）を抱えて帰られる方や「目当ての本が見つかって
よかったです」「文庫本をゆっくり楽しみたい」といった感想を聞くことができました。 （10月７日）

平
成
18
年
度
全
国
統
一
標
語

11
月
９
日
貅
〜
15
日
貉
の
間
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
泉
南
市
消
防
本
部
で

は
次
の
取
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

笊
火
災
予
防
広
報
＝
大
阪
市
消
防

局
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
防
火

広
報
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
員
と
消
防
職
員
の

防
火
広
報
を
実
施
し
ま
す

笆
予
防
査
察
＝
市
内
事
業
所
に
設

備
係
員
を
、
危
険
物
施
設
を
有
す

る
事
業
所
に
は
危
険
物
係
員
を
そ

れ
ぞ
れ
派
遣
し
、
従
業
員
の
防
火

指
導
と
施
設
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

事
業
所
の
火
災
予
防
に
努
め
ま
す

笳
立
入
検
査
＝
事
業
所
（
ス
ー
パ

ー
、
ホ
テ
ル
、
病
院
等
）
の
立
入

検
査
を
実
施
し
、
よ
り
一
層
の
防

火
管
理
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す

笘
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
＝
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
鼓
笛
隊
（
今
回
は
、
新
家
幼

稚
園
）
を
先
頭
に
、
火
災
予
防
協

会
会
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
並

び
に
女
性
消
防
団
員
が
11
月
８
日

貉
新
家
公
園
か
ら
新
家
幼
稚
園
を

パ
レ
ー
ド
し
て
市
民
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
す
。
雨
天
の
場
合

は
11
月
９
日
貅
に
順
延

笙
消
防
職
員
と
消
防
団
員
に
よ
る

合
同
地
水
利
調
査
＝
消
防
団
全
分

団
に
よ
り
、
市
内
全
域
の
消
防
水

利
特
別
調
査
を
11
月
12
日
豸
に
実

施
。
火
災
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
ま
す

▼
全
国
重
点
目
標

盧
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

盪
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予

防
対
策
の
推
進

蘯
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

▼
住
宅
防
火
、
い
の
ち
を
守
る
、

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

珈
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

玳
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

珎
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

●
４
つ
の
対
策

珈
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す
る

玳
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

珎
火
災
の
初
期
消
火
の
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

玻
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

方
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本
部
薀
485

０
１
１
９

消
さ
な
い
で
あ
な
た
の
心
の
注
意
の
火
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東南海・南海地震をはじめとする大規模災害に
備え、イオングループと大阪府、泉南市による合
同防災訓練が、イオンりんくう泉南ショッピング
センターにおいて開催されました。
紀伊半島沖を震源とするマグニチュード8の南海

地震が発生し、泉南市で震度6強を測定したと想定。
事前応募の市民100名のほか、当日来店者や従業員
など合計600名が参加しました。
行われた訓練は、避難誘導訓練や応急手当訓練、

初期消火訓練などのほか、バルーンシェルターの
展張訓練、ヘリコプターで医薬品などの応援を要
請する訓練など7種類。実践さならがらの訓練に、
参加者は真剣に取り組んでました。なお、訓練の
模様については、ケーブルテレビ「わくわく！り
んくう」（27ページ参照）で放映します。ぜひごく
ださい。 （９月20日）

大規模災害の発生に備えて
泉南市・イオングループ防災訓練

新家幼稚園の子どもたちが、幼稚園に隣接する
田んぼで稲刈りを体験しました。参加したのは園
児24 人と保護者8 人。
春に「泥田あそび」を行った後、今年はじめて

自分たちで田植えを実施。参加した保護者と一緒
にカマを使って刈り取りました。
「取れたお米は何にして食べたい？」との問い

には、「カレーが食べたい」「いやオムライスがい
い」。中には「シチューで食べたい」という子も。
お米は11月23日の勤労感謝の日の前日に、幼稚

園で感謝をこめて保護者と一緒にカレー会食など
を行う予定だそうです。

（10月３日）

カレーにして食べたい！
新家幼稚園園児が稲刈り体験
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昭和初期まで使用

刃の長さは人の背たけほどで、

両端の握り手をもち２人で引っ張

り合いながら使います。「ヨウシ

キ（洋式？）」と呼ばれていたそ

うで、所有者の父が、昭和初期に

市内の里山にある松の木などを切

るときなどに使っていたそうで

す。

昭和初期、市内の里山ではマツ

タケがよく採れ、鉄道会社のガイ

ドマップや、新聞に名産品として

紹介されるほどでした。当時市内

の里山では、枯れ木を伐採したり、

「スクドカキ」と呼ばれる松の落

ち葉をかき集めるなどして、地域

の各家庭で使う燃料も集められて

いました。このような里山での作

業が、結果的には里山の手入れに

なり、マツタケの豊作にもつなが

ったとのこと。自然とうまく付き

合っていたひと昔前の生活がうか

がい知れます。

ちなみに所有者によると、昭和

30年代までは「またか」と思うほ

ど頻繁にマツタケが食卓に登場し

たのとのこと。今ではうらやまし

い限りです。

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。

教育委員会ではみなさんがお持ちの「せんなんのたからもの」を募集しています。

▼応募・問合せ＝古代史博物館薀483-6789
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